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取扱説明書

CD レコーダ

このたびは、ヤマハコンパクトディスクレコーダ
CDR-S1000をお買い求めいただきまして、まこ
とにありがとうございます。
CDR-S1000の優れた性能を十分に発揮させると
ともに、末永くご愛用いただくために、この取扱説
明書をご使用の前に必ずお読みくださいますようお
願いいたします。
お読みになったあとは、保証書とともに保管してく
ださい。

本機は電気用品取締法に定める技術基準に適合して
います。

ご使用の前に必ずお読みください。
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ご注意
本機のご使用に際しては、著作権法に
抵触しないよう、ご注意ください。

著作権について
放送やレコード、ディスク、テープ、その他の録音物の音楽作品は、著作権法によ
り保護されています。
従って、それらから録音したディスクやテープを
・売ったり、配ったり、譲ったり、貸したりする場合
・営利（店のBGMなど）のために使用する場合
は、権利者の許諾が必要です。
詳しい内容や申請、その他の手続きについては、下記までお尋ねください。

お問い合わせ先：
（社）日本音楽著作権協会（JASRAC）    TEL（03）5481-2121

あなたが録音したものは、個人として楽しむなどの他は、著作権法上、権利者に無
断で使用できません。
なお、この商品の価格には、著作権法の定めにより、私的録音補償金が含まれてい
ます。

お問い合わせ先：
（社）私的録音補償金協会     TEL（03）5353-0336

音のエチケット�

これは電子機械工業会「音のエチケット」キャンペーンのシンボルマークです。

音楽を楽しむエチケット
楽しい音楽も時と場所によっては大変気になるものです。隣近所への配慮を十分にしましょ
う。静かな夜間には小さな音でもよく通り、特に低音は床や壁などを伝わりやすく、思わぬ
ところに迷惑をかけてしまいます。適当な音量を心がけ、窓を閉めたり、ヘッドホンをご使
用になるのも一つの方法です。音楽はみんなで楽しむもの、お互いに心を配り快適な生活環
境を守りましょう。
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安全上のご注意（安全に正しくお使いいただくために）

　警告

この取扱説明書および製品への表示では、製品を安全に正しくお使いいただき、あなたや他の人々への危害や財産
への損害を未然に防止するために、いろいろな絵表示をしています。内容をよく理解してから本文をお読みください。
● この「安全上のご注意」に書かれている内容には、お客様が購入された製品に含まれないものも記載されています。

この表示を無視して、誤った取扱いをすると、人が死亡または重傷を負う可能性が
想定される内容を示しています。

分解禁止

●記号は行為を強制したり
指示する内容を告げるもの
です。

記号は禁止の行為である
ことを告げるものです。

△記号は注意（危険・警告
を含む）を促す内容がある
ことを告げるものです。

絵表示の例

分解禁止

電源電圧交流100V以外の電
圧で使用しない

火災・感電の原因となります。
本機を使用できるのは日本国内のみです。船舶
などの直流(DC)電源には接続しないでくださ
い。

水を入れたり、ぬらさない

火災・感電の原因となります。
本機の上に水などの入った容器や小さな金属物
を置かないでください。

雷が鳴っているときは、アンテ
ナ線や電源プラグに触れない

感電の原因となります。

通風孔などから内部に金属類
や燃えやすいものなどを差し
込んだり、落し込んだりしない

火災・感電の原因となります。
特にお子様のいるご家庭ではご注意ください。

分解・改造を絶対しない
（キャビネットをはずすことも
含む）

火災・感電の原因となります。
内部の点検・整備・修理は販売店にご依頼くださ
い。

供給電力を超える消費電力の
機器を、電源供給コンセントに
接続しない

火災の原因となります。
接続機器の消費電力の合計が本機背面に表示さ
れている供給電力を超えないようにしてくださ
い。また、供給電力内であっても電源を入れたと
きに大電流の流れる機器（電熱器具、ヘアドライ
ヤー、電子レンジなど）は接続しないでくださ
い。
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　�警告�この表示を無視して、誤った取扱いをすると、人が死亡または重傷を負う可能性が�
想定される内容を示しています。�

電源コード�・�プラグを破損するようなことをしない�
（傷�つ�ける�、�加工�す�る、�熱器�具に�近�づけ�る�、�無�理�に曲�げ�る�・�ねじ�る�、�引�っ�ぱる�、�束�ねる�、�重�いも�のを�

のせるなどしない）�

火災�・�感電の原因となります。�
●�コードやプラグの修理は販売店にご相談ください。�

濡れた手で電源プラグの抜き�
差しをしない�

感電の原因となります。�

電源プラグは根元まで確実に�
差し込む�

差し込みが�不完全です�と、�感電や発熱�による火�
災の原因となります。�
●�抜くときは必ずプラグを�持ち、�コードを引っ�
ぱらないでください。�

●�傷んだプラグ、�ゆるん�だコンセントは使わな�
いでください。�

電源プラグのほこりなどは定期�
的にとる�

プラ�グ�にほ�こ�りな�ど�がた�ま�ると�、�湿�気�など�で�絶縁�
不良となり、�火災の原因となります。�
●�電�源�プ�ラ�グ�を�抜�き�、�乾�い�た�布�で�ふ�い�て�く�だ�さ�
い。�

機器の内部に水や異物が入っ�
た�場�合�は�、�ま�ず�電�源�スイ�ッ�チ�を�
切�り�、�電�源プ�ラ�グ�を�コン�セ�ン�ト�
から抜く�

販売店にご連絡�ください。�そのまま使用す�ると�
火災�・�感電の原因となります。�

煙�が�出�た�り変�な�に�お�い�や�音�が�し�た�ら�、�す�ぐ�に�電�源ス�
イッチを切り、�電源プラグを抜く�

そ�の�ま�ま�使�用�す�る�と�、�火�災�・�感�電�の�原�因�と�な�り�ま�す�。�煙�が�出�な�く�な�る�の�を�確�認�し�
て�販�売�店�に�修�理�を�ご�依�頼�く�だ�さ�い�。�お�客�様�に�よ�る�修�理�は�危�険�で�す�か�ら�絶�対�に�お�
やめください。�

落と�した�りし�て本機�を損�傷し�た場�合は�、�電源�ス�
イ�ッ�チ�を�切�り�、�電�源�プ�ラ�グ�を�抜�く�

そ�のま�ま�使�用�する�と�、�火�災�・�感�電の�原�因�とな�り�ま�す�。�販�売�店�に修�理�を�ご�
依�頼く�だ�さ�い。�お�客様�に�よ�る修�理�は�危険�で�すか�ら�絶対�に�お�やめ�く�だ�さ�
い。�
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　�注意�この表示を無視して、誤った取扱いをすると、人が傷害を負う可能性が想定される�
内容、および物的損傷のみの発生が想定される内容を示しています。�

振動の�ある場�所、�ぐらつ�いた台�
の上や傾いた所など不安定な�
場所に置かない�

落ちたり、�倒れたりしてけがの原因となります。�

通風孔をふさがない�

通風孔をふ�さぐと内部�に熱がこも�り、�火災の原�
因と�なり�ます�ので�、�次�の点�に�注意�して�くだ�さい�。�
●�テ�ー�ブ�ル�ク�ロ�ス�を�掛�け�た�り�、�じ�ゅ�う�た�ん�や�、�布�
団の上に置かないでください。�

●�本機を押し入れ、�本箱など風通しの悪�い狭い�
所に押し込まないでください。�

放熱をよくするために他の機器�
との間は少し離して置く�

火災�・�故障の原�因と�なります�。�ラッ�クなどに�入れ�
るときは、�本機の天面から�10cm以上、�背面から�
10cm以上、� 10cm以上のすきま�

各機器を接続する場合は電源�
プ�ラ�グ�を�抜�き�、�説�明�に従�っ�て�接�
続する�

各々の機器の取�扱説明書をよく�読み、�接続には�
指定のコードを使用してください。�

直射日光が当たる場所など異�
常に温度が高くなる場所に置�
かない�

キャ�ビネ�ット�や�部品�に悪�い�影響�を�与え�たり�、�内部�
の温度が上昇し、�火災の原因となります。�

湿気やほこりの多い場所に置�
かない�

火災�・�感電の原因とな�ります。�

移動するときは電源スイッチ�
を�切�り�、�必�ず�電�源�プ�ラ�グ�を�抜�
き、�外部の接続コードを外す�

コー�ドが�傷つ�くと�火�災�・�感電�の原�因と�な�りま�す。�

お手�入�れの�際は�、�安全�のた�め電�
源プラグを抜く�

感電の原因となります。�

長期間�使わない�ときは、�必ず電�
源プラグを抜く�

火災の原因となることがあります。�

を開けてください。�
左右側面から�
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●�本機は音楽や映画などを再生する目的で設計されております。従って信号発生器やテストディスクの信号などを再生しますと、本�
機の故障の原因となるばかりではなく、スピーカをいためる原因となることがあります。�

●�デジタルオーディオインターフェース規格は民生用と業務用では異なります。本機は民生用のデジタルオーディオインターフェー�
スに接続する目的で設計されています。業務用のデジタルオーディオインターフェース機器との接続は、本機の故障の原因となる�
ばかりでなくスピーカをいためる原因となることがあります。�

　�注意�この表示を無視して、誤った取扱いをすると、人が傷害を負う可能性が想定される�
内容、および物的損傷のみの発生が想定される内容を示しています。�

付属のリモコンに電池を挿入�
す�る場合�、�極性表�示�（プラ�ス�
とマイナス� ）�通りに入れる�

間違�える�と電�池の�破裂�、�液も�れに�より�、�火�災�・�けが�
や周囲を汚損する原因となることがあります。�

指定以外の乾電池は使用しな�
い�

また�、�種�類の�違う�乾電�池、�新し�い電�池�と古�い電�池�
を混�ぜて�使用�しな�いで�くだ�さい�。�電池�の破�裂、�液�
もれ�によ�り、�火災�・�け�がや�周囲�を汚�損�する�原因�と�
なります。�

乾電池�はショ�ー�ト、�分解、�加熱�、�
火に入れるなどしない�

発熱�、�液もれ、�破裂�などを起�こし�、�けが、�やけ�どの�
原因になります。�

乾電池は充電しない�

液もれ、�破損などを起�こし、�けが、�やけどの原因�
になります。�

電源を入れる前には音量を最�
小にする�

突然大きな音が出て聴力障害などの原因となり�
ます。�

ヘッド�ホンを�使うとき�は、�音量�
を上げすぎない�

大き�な音�で聞�く�と、�聴力�障害�な�どの�原�因と�なり�ま�
す。�

アンテナ工事には、�専門の技術と経験が必要ですので、�販売店にご相談ください。�

1年に一度くらいは内部の掃除を販売店にご相談ください。�
本機�の内�部に�ほこ�りが�たま�ったま�ま�長い�間掃�除し�ない�と、�火災�や故�障の�原因�となる�こと�があ�りま�す。�特に�、�湿気�の�多くな�る梅雨�期の�前に�行う�と、�より�効�
果的です。�なお、�掃除費用については販売店にご相談ください。�

VOLUME
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特長

・CD-R、CD-RWの録音（P. 17～27）

・CD-R、CD-RW、CDの再生（P. 28～32）

・リモコン操作（P. 14他）

・カーサウンドプロセッシング
（ダイナミックレンジコンプレッション録音）
（P. 24）

・サンプリングレートコンバータ搭載（P. 37）

・シンクロ録音（P. 17～20）

・デジタル録音レベル調節（P. 22）

・4倍速ファイナライズ（P. 25）

・4倍速消去（P. 26他）

・CDダイレクトデジタル録音（P. 23）

・トラックマーキング（オート／マニュアル）
（P. 23他）

・デジタル入／出力端子（光／同軸）装備
（P. 11他）

・プログラム再生（P. 30～31）

・リピート再生（1曲／全曲）（P. 32）

・ランダム再生（P. 31）

・PHONES端子装備（P. 33）

・ディスプレイの明るさ調節（P. 33）

目次

ディスクについて .............................................. 8

ご使用になる前に .............................................. 9
付属品の確認 ................................................ 9
輸送パッドについてのご注意 ..................... 9
リモコンについて...................................... 10
接続する ..................................................... 11

各部の名称....................................................... 13
フロントパネル.......................................... 13
ディスプレイ ............................................. 13
リモコン ..................................................... 14

基本的な操作 ................................................... 15
電源を入れる／ディスクを入れる........... 15
ディスクを取り除く／電源を切る........... 16
時間表示を選ぶ.......................................... 16

録音する........................................................... 17
録音モードについて .................................. 17
1曲のみ録音する（1曲シンクロ録音）..... 18
全曲を録音する（全曲シンクロ録音）....... 19
自動でファイナライズ録音する
（フルオートシンクロ録音）...................... 20
マニュアルで録音する .............................. 21
録音レベルを調節する .............................. 22
トラックマークを追加する ...................... 23
CDから直接録音する................................ 23
ダイナミックレンジコンプレッションを
かけて録音する.......................................... 24
ファイナライズする .................................. 25
1曲／全曲消去する（CD-RWのみ）......... 26

再生する........................................................... 28
CDを再生する ........................................... 28
聞きたい曲を探す（トラックサーチ）....... 29
早送り／早戻しする
（マニュアルサーチ）.................................. 29
好きな曲を好きな順で聞く
（プログラム再生）...................................... 30
曲を順不同に聞く（ランダム再生）........... 31
繰り返し再生する（リピート再生）........... 32
インデックス番号を指定して聞きたい
箇所を再生する（インデックスサーチ）... 32

その他の機能 ................................................... 33
ディスプレイの明るさを調節する........... 33
ヘッドホンを使って聞く .......................... 33

その他............................................................... 34
デジタル録音のルール（シリアルコピー
マネージメントシステム）........................ 34
ディスプレイ文字表示一覧 ...................... 35
ディスクの取り扱い .................................. 36
本機のシステム上のご注意と制限........... 37
故障かな？と思ったら .............................. 38
仕様 ............................................................. 39
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ディスクについて

本機で録音できるディスクについて

本機の性能を十分生かすために、信頼できるCD-R
またはCD-RWをご使用ください。
本機で録音する場合、下記のマークが付いたディス
クを必ずご使用ください。

またはディスクやケースに下記のいずれかの表示の
あるディスクをご使用ください。

FOR CONSUMER
FOR CONSUMER USE
FOR MUSIC USE ONLY

録音用ディスクについて
・CD-Rディスクは一度のみ録音が可能で、録音し
たデータの消去はできません。

・CD-RWディスクは録音、データの消去、新たな
録音が何度でも可能です。

本機で録音できないディスクについて
・上記のマーク／表示が付いていないディスク
・パソコン用のデータを記録するためのディスク
・「FOR PROFESSIONAL USE ONLY」と表示の
あるプロフェッショナル用のディスク

本機で再生できるディスクについて

上記のマーク／表示のついたCD-R、CD-RW、下記
のマークが付いた市販のCDをご使用ください。

重要
・ディスクの録音面に傷や指紋、汚れ、ほこ

りがある場合または直射日光がディスクに
当たると、録音や再生が正しくできなくな
る原因となりますので、ご注意ください。

・ディスクのレーベル面に文字を書くとき
は、フェルトペン等の先の柔らかいものを
ご使用ください。
ディスクが破損したり、正しく録音・再生
できなくなる恐れがありますので、ボール
ペンや鉛筆等の先の尖ったものや、固いも
のをご使用にならないでください。

・ディスクの取り扱い方やお手入れについ
て、詳しくは「ディスクの取り扱い」（36
ページ）をご覧ください。

ご注意
レコード、CD、ラジオ放送番組などから録音
する場合、音楽要素である歌詞とメロディー
は著作権法によって保護されています。
したがって、個人で楽しむ以外の目的でディ
スクを使用する場合は、権利者から許可を得
る必要があります。

CD-Rのファイナライズについて

CD-Rは録音終了後、一般のCDプレーヤで再生でき
るようにするために、ファイナライズが必要です。
ファイナライズすると、TOC（Table of
Contents）がディスクに書き込まれます。
ファイナライズが終了すると、一般のCDプレーヤ
でCD-Rを再生できるようになります。
また、一度ファイナライズが終了したCD-Rに、さ
らに追加して録音することはできませんので、ご注
意ください。
ファイナライズ済みのCD-Rでも、CDプレーヤに
よっては再生できない場合があります。
ファイナライズについて、詳しくは25ページをご
覧ください。

CD-RWの再生について

CD-RWは、ファイナライズしても一般のCDプレー
ヤでは再生できません。
本機のような、CD-RW対応プレーヤでのみ再生が
可能です。
また、CD-RWはファイナライズ済みでも消去可能
で、追加録音も可能です。
録音の消去方法について、詳しくは26～27ページ
をご覧ください。

DVDプレーヤでの再生について
ファイナライズ済みのCD-RまたはCD-RWをDVD
プレーヤで再生する場合、お手持ちのDVDプレーヤ
がCD-RまたはCD-RWの再生に対応しているか、ご
確認ください。
対応していない場合は、DVDプレーヤでの再生は避
けてください。

データ消失などの責任について

本機の使用に伴い、CD-RまたはCD-RWに書き込ん
だデータの消失、破損などお客様に生じた逸失利
益、特別な事情から生じた損害（損害発生につき弊
社が予見、または予見し得た場合を含みます）及び
第三者からお客様に対してなされた損害賠償請求に
基づく損害については、一切責任を負いかねますの
で御了承ください。
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ご使用になる前に

付属品の確認

EFFECT

FINALIZE

STOP PAUSE PLAY

SEARCH SKIP

ERASE REC REC MUTE

1 2 3

4 5 6

7 8 9

+10

0

INDEX

REPEAT RANDOM CLEAR PROG

REC MODE
TRACK NO.

WRITE DIMMER DISPLAY
OPEN/
CLOSE

・リモコン ・単3乾電池（2本）

・オーディオコード（2本）

・光ファイバーケーブル

付属品がすべてそろっているか、確認してください。

輸送パッドについてのご注意

本機を初めてご使用になる前に
本機には、輸送中の内部機構に対する衝撃に対処す
るため、ディスクトレイ上に輸送パッドが付いてい
ます。
本機を最初に使用する際に、前面のPOWERスイッ
チを押して電源を入れ、  OPEN/CLOSEボタン
（リモコンではOPEN/CLOSEボタン）を押してディ
スクトレイを開け、ディスクトレイ上の輸送パッド
を取り外してください。

輸送パッドの保管
次回の輸送のために、輸送パッドは保管しておいて
ください。

輸送パッドの取り付け方法
1 POWERスイッチを押して、本機の電源を入れ

ます。
2  OPEN/CLOSEボタン（リモコンではOPEN/

CLOSEボタン）を押して、ディスクトレイを開
けます。

3 輸送パッドをディスクトレイに置きます。

4  OPEN/CLOSEボタン（リモコンではOPEN/
CLOSEボタン）を押して、ディスクトレイを閉
じます。

・輸送パッドの前面が本機よりはみ出した場合
は、軽く手で押し込みます。

5 POWERスイッチを押して、本機の電源を切り
ます。
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ご使用になる前に

NATURAL SOUND CD RECORDER  CDR-S1000

POWER FINALIZE ERASE DISPLAY

TRACK NO. EFFECT REC MODE

OPEN/CLOSE

CD DIRECT REC

INPUT

PHONES

REC LEVEL

LEVEL

DIGITAL/ANALOG

MIN MAX

0 10

OPTICAL
COAXIAL ANALOG

REC
MUTE

// /

30° 30°

電池交換の時期は？
リモコン操作できる距離が短くなってきたら電池が
消耗しています。このときは、2本とも新しい電池
に交換してください。

乾電池についてのご注意
・単3乾電池をご使用ください。
・新しい電池と、一度使用したものを混ぜて使用し
ないでください。

・アルカリやマンガンなど、種類の違う乾電池を混
ぜて使用しないでください。

・充電式の乾電池はご使用になれません。
・電池のプラス（＋）とマイナス（－）を金属片で直接
つなぐこと（ショート）はしないでください。

・長い間リモコンを使わないときは、電池を取り出
しておいてください。

・万一液もれが起こったときは、電池入れについた
液をよく拭き取ってから、新しい電池を入れてく
ださい。

リモコン受光部

電池交換のしかた
1 リモコンの裏のふたをはずします。
2 単3型乾電池を2個、プラス（＋）とマイナス（－）
の向きを確認して、表示どおりに正しく入れてく
ださい。

3 電池をセットしたらカチッと音がするまでふたを
閉めます。

リモコンで操作できる範囲

付属のリモコンは…
ヤマハCDレコーダ専用です。
もし本機のリモコン操作によって誤動作をする機器が
あるときは、その機器の設置場所を変えてください。

ていねいに扱ってください
お茶や水をこぼしたり、落としたりしないでください。
ストーブのそばや風呂場など、温度・湿度の高いと
ころにも置かないようご注意ください。

リモコン受光部に、直射日光や照明器具などの
強い光が当たらないようご注意ください
強い光が当たっていると、リモコンが動作しなかっ
たり、誤動作の原因となります。

6m以下1

3

2

リモコンについて
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アナログ�
入力�

REC

4

L

PLAY

3

出力�

R

L

R

デジタル入力�

COAXIAL OPTICAL

デジタル出力�

COAXIAL OPTICAL

PLAY

R L

REC

DIGITAL IN DIGITAL OUT

OPTICAL OPTICAL

COAXIAL COAXIAL

接続する

ご使用になる前に

デジタル入力／出力端子（COAXIAL／OPTICAL）を使って接続する

・接続する前にデジタルOPTICAL入力端子、出力端子に付いているカバーを取り外してください。（取り外し
たカバーは大切に保管してください。）
OPTICAL端子を使用しない場合は、ほこり等の侵入を防ぐため、常にカバーをはめたままにしておいてく
ださい。

・光ファイバーケーブルを使用して、本機のデジタルOPTICAL端子とお手持ちのアンプやレシーバのデジタ
ルオプチカル端子を接続します。

・市販の同軸ケーブルを使用して、本機のデジタルCOAXIAL端子とお手持ちのアンプやレシーバのデジタル
コアキシャル端子を接続します。
* アナログ端子にデジタルオーディオコアキシャルケーブルを接続しないでください。
ノイズの原因となります。

接続を始める前に、必ず各機器の電源を切り、電源コードを壁のコンセントから抜いてください。
・本機の入／出力端子とアンプや各機器の入／出力端子を正しく接続してください。
・お手持ちの機器で、さまざまなソースから録音できるよう、アナログとデジタルの両方を接続することをお
勧めします。

・下図の矢印（ ）は音声信号の流れを示しています。
・各機器との接続が終了したら、電源コードを壁のコンセントに接続します。

壁の
コンセントへ

アンプまたはレシーバ

オーディオコード
（付属）

CDR-S1000

オーディオコード
（付属）

光ファイバー
ケーブル（1本付属）

同軸ケーブル（別売り）

次ページへつづく
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ご使用になる前に

アナログ入力／出力端子を使って接続する

・アナログ入力（REC)端子、アナログ出力（PLAY）端子の左チャンネル（L）、右チャンネル（R）をよく確認し
て、正しく接続してください。

・本機のアナログ入力（REC)端子、アナログ出力（PLAY）端子とお手持ちのアンプやレシーバのアナログ入／
出力端子を接続します。
接続に関して、詳しくはお手持ちのアンプやレシーバに付属の取扱説明書も併せてご覧ください。

・本機のアナログ出力（PLAY）端子とお手持ちのアンプのアナログ入力（PLAY）端子を接続します。
同時に本機のアナログ入力（REC)端子とお手持ちのアンプのアナログ出力（REC）端子を接続します。

・本機のアナログ入力（REC)端子には4、アナログ出力（PLAY)端子には3と番号がついています。
弊社製のアンプと接続するときは、本機のアナログ入力（REC)端子、アナログ出力（PLAY)端子をアンプま
たはレシーバの同じ番号がついた端子に接続してください。

前面のINPUTつまみで入力ソースを選ぶ
本機ではアナログ接続、デジタルオプチカル接続、デジタルコアキシャル接続が可能です。
録音するとき、前面のINPUTつまみで、下記の3種類の入力信号の中から選んでください。
・デジタルソースを録音する場合、INPUTつまみをOPTICALの位置に合わせます。
デジタル入力OPTICAL端子に接続した機器からデジタル録音できます。

・デジタルソースを録音する場合、INPUTつまみをCOAXIALの位置に合わせます。
デジタル入力COAXIAL端子に接続した機器からデジタル録音できます。

・アナログソースを録音する場合、INPUTつまみをANALOGの位置に合わせます。
アナログ入力（REC)端子に接続した機器から録音できます。

・INPUTつまみの設定に関わらず、本機ではアナログ、デジタル信号を同時に出力します。
信号の種類の選びかたについて、詳しくはお手持ちのアンプに付属の取扱説明書をご覧ください。

・INPUTつまみをOPTICALまたはCOAXIALの位置に合わせた場合、入力したデジタル信号のサンプリング
周波数がディスプレイに点灯します。

電源プラグと極性表示について
すべての接続が終わってから、電源プラグを壁のコンセントに差し込んでください。
本機の電源コードには、電源トランスの巻始め側を極性表示（白線）されています。
プラグを差し替えると音質が変わる場合は、好みの極性でご使用ください。

INPUT
OPTICAL

COAXIAL ANALOG

極性表示（白線）
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NATURAL SOUND CD RECORDER  CDR-S1000

POWER FINALIZE ERASE DISPLAY

TRACK NO. EFFECT REC MODE

OPEN/CLOSE

CD DIRECT REC

INPUT

PHONES

REC LEVEL

LEVEL

DIGITAL/ANALOG

MIN MAX

0 10

OPTICAL
COAXIAL ANALOG

REC
MUTE

// /

ディスプレイ

フロントパネル

~ POWERスイッチ（P. 15、16）
Ÿ TRACK NO.ボタン（P. 23）
! EFFECTボタン（P. 24）
⁄ REC MODEボタン（P. 18～20）
@ リモコン受光部（P. 10）
¤ ディスプレイ（P. 16）
# CD DIRECTボタン／インジケータ（P. 23）
‹ REC MUTEボタン（P. 21）
$ RECボタン（P. 18～21）
› INPUTつまみ（P. 12）
% REC LEVEL DIGITAL/ANALOGつまみ
（P. 22）

各部の名称

fi &（停止）ボタン（P. 28）
^ LEVELつまみ（P. 33）
fl PHONES端子（P. 33）
& （̂再生／一時停止）ボタン（P. 28）
‡ $/! ⁄/›（スキップ／サーチ）ボタン
（P. 29）

* OPEN/CLOSEボタン（P. 9、15、16）
° ディスクトレイ（P. 9、15、16）
( DISPLAYボタン（P. 16）
· ERASEボタン（P. 26、27）
) FINALIZEボタン（P. 25）

~ PROGインジケータ（P. 30）
Ÿ サンプリング周波数インジケータ（P. 12）
! ディスクフォーマットインジケータ
（P. 18～21）

⁄ TOTAL/REMAINインジケータ（P. 16）
@ EFFECTインジケータ（P. 24）
¤ RECインジケータ（P. 18～21）
# *インジケータ（P. 18～21、P. 28）
‹ #インジケータ（P. 28）

$ マルチインフォメーション表示部（P. 16）
› レベルインジケータ（P. 22）
% TOCインジケータ（P. 25、27）
fi SYNCインジケータ（P. 18～20）
^ SINGLE/ALL/AUTOインジケータ
（P. 18～20）

fl REPEAT S/Fインジケータ（P. 32）
& RNDMインジケータ（P. 31）

CD-RW
CD TOTAL

REMAIN
PROG
RNDM
REPEAT

SINGLE
EFFECT RECALL

AUTO SYNC TOC R
dB
L

SF

32 44 48.1

– 60 30 10 6 4 2 1 0 OVER00 – – – – – – –
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リモコン

各部の名称

~ RANDOMボタン（P. 31）
Ÿ TRACK NO. WRITEボタン（P. 23）
! REC MODEボタン（P. 18～20）
⁄ EFFECTボタン（P. 24）
@ REPEATボタン（P. 32）
¤ 数字ボタン（P. 28、30、32）
# FINALIZEボタン（P. 25）
‹ ERASEボタン（P. 26、27）
$ ! SEARCH ⁄ボタン（P. 29）
› STOP &ボタン（P. 28）
% PAUSE *ボタン（P. 28）

EFFECT

FINALIZE

STOP PAUSE PLAY

SEARCH SKIP

ERASE REC REC MUTE

1 2 3

4 5 6

7 8 9

+10

0

INDEX

REPEAT RANDOM CLEAR PROG

REC MODE
TRACK NO.

WRITE DIMMER DISPLAY
OPEN/
CLOSE

fi DIMMERボタン（P. 33）
^ DISPLAYボタン（P. 16）
fl OPEN/CLOSEボタン（P. 9、15、16）
& CLEARボタン（P. 30、31）
‡ PROGボタン（P. 30、31）
* INDEXボタン（P. 32）
° REC MUTEボタン（P. 21）
( RECボタン（P. 18～21）
· $ SKIP ›ボタン（P. 29）
) PLAY #ボタン（P. 28）
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TOTAL
REMAIN

REPEAT
SINGLE

EFFECT RECALL
AUTO SYNC TOCX2 X4 R

dB
L

SF
– 60 30 10 6 4 2 1 0 OVER00 – – – – – – –

基本的な操作

ディスクを入れる
1 前面のPOWERスイッチを押し、電源を入れま

す。
2  OPEN/CLOSEボタン（リモコンでは

OPEN/CLOSEボタン）を押して、ディスクト
レイを開けます。

3 ディスクトレイの溝に合わせてディスクを置き
ます。
・録音済みのCDの場合はレーベル面を上にし

て置いてください。
・ CD-RまたはCD-RWに録音する場合は、録音

する面を下にして置いてください。
4  OPEN/CLOSEボタン（リモコンではOPEN/

CLOSEボタン）を押して、ディスクトレイを閉
じます。

5 録音／再生を始めます。
・録音について、詳しくは17～25ページをご

覧ください。
・再生について、詳しくは28～32ページをご

覧ください。

電源を入れる／
ディスクを入れる

OPEN/CLOSE

 OPEN/CLOSEPOWER

8cm CDを入れる

ディスクトレイの内側の溝に合わせてディスクを置
きます。
8cm CDの上に12cm CDを重ねて置かないようご
注意ください。

ご注意
・ディスクトレイを静かに押しても、ディスクトレイは閉
じます。
前面の^ボタン、リモコンのPLAY #ボタン、数字ボ
タン、RANDOMボタンを押して、ディスクトレイを閉
じると再生が始まります。
このとき、ディスクの総曲数や録音総時間は表示されま
せん。

未使用のディスクを入れると
本機にディスクを入れると、本機内部でディスクの
種類や容量を読み取ります。
このとき、ディスプレイに「Reading」と表示され、
約10秒かかります。

未使用のCD-RやCD-RWまたはディスク消去した
CD-RWを本機に入れると、本機は最適な録音が行
われるように、ディスクの反射に対し、レーザーの
強さを自動的に調節します。
この過程はOPC（Optimum Power Calibration）と
呼ばれます。

ご注意
・OPCは本機とディスクの両方に記憶されています。
本機では、ディスク20枚までOPCを記憶します。
20枚以降はデータが古い順に削除され、新しいデータ
が更新されます。
本機がデータを記憶しているCD-Rでは、OPCは省略さ
れます。（CD-RWでは、ディスク消去する際に、本機に
記憶されているOPCのデータも消去されます。）

自動調節しているあいだ、ディスプレイに「OPC
Adjust」と表示され、約15秒かかります。
この表示が消えるまで、録音はできません。

ディスク情報を読み取り、調節が完了すると、下記
が表示され、操作可能になります。

録音済みの音楽用CDの場合

新品のCD-RまたはCD-RWの場合

CD-R

RNDM
REPEAT

SINGLE
EFFECT RECALL

AUTO SYNC TOCX2 X4 R
dB
L

SF

32 44 48.1

– 60 30 10 6 4 2 1 0 OVER00 – – – – – – –

NATURAL SOUND CD RECORDER  CDR-S1000

POWER FINALIZE ERASE DISPLAY

TRACK NO. EFFECT REC MODE

OPEN/CLOSE

CD DIRECT REC

INPUT

PHONES

REC LEVEL

LEVEL

DIGITAL/ANALOG

MIN MAX

0 10

OPTICAL
COAXIAL ANALOG

REC
MUTE

// /

EFFECT

FINALIZE

STOP PAUSE PLAY

SEARCH SKIP

ERASE REC REC MUTE

1 2 3

4 5 6

7 8 9

+10

0

INDEX

REPEAT RANDOM CLEAR PROG

REC MODE
TRACK NO.

WRITE DIMMER DISPLAY
OPEN/
CLOSE

CD

R
dB
L

– 60 30 10 6 4 2 1 0 OVER00 – – – – – – –

CD-R
CD TOTAL

REMAIN
PROG
RNDM
REPEAT

SINGLE
EFFECT

AUTO TOC R
dB
L

SF

32

– 60 30 10 6 4 2 1 0 OVER00 – – – – – – –
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基本的な操作

重要
CD-RまたはCD-RWに録音しているあいだや、
録音が終了し、ファイナライズ中は、電源を切ら
ないでください。
ディスク破損の原因となります。
CD-RとCD-RWのファイナライズについて、詳
しくは25ページをご覧ください。

ディスクを取り除く／
電源を切る

POWER  OPEN/CLOSE

OPEN/CLOSE

再生中の曲の再生経過時間

再生中の曲の再生残り時間

ディスクの全再生時間

ディスクの総再生残り時間

DISPLAYボタンを押して、ディスプレイの表示を
選びます。
DISPLAYボタンを押すたびに、下記のように表示
が切り換わります。

再生時

録音時

時間表示を選ぶ

CD-R
CD TOTAL

REMAIN
PROG
RNDM
REPEAT

SINGLE
EFFECT RECALL

AUTO SYNC TOC R
dB
L

SF

32 44 48.1

– 60 30 10 6 4 2 1 0 OVER00 – – – – – – –

CD-R
CD TOTAL

REMAIN
PROG
RNDM
REPEAT

SINGLE
EFFECT RECALL

AUTO SYNC TOC R
dB
L

SF

32 44 48.1

– 60 30 10 6 4 2 1 0 OVER00 – – – – – – –

CD-R
CD TOTAL

PROG
RNDM
REPEAT

SINGLE
EFFECT RECALL

AUTO SYNC TOC R
dB
L

SF

32 44 48.1

– 60 30 10 6 4 2 1 0 OVER00 – – – – – – –

CD-R
CD TOTAL

REMAIN
PROG
RNDM
REPEAT

SINGLE
EFFECT RECALL

AUTO SYNC TOC R
dB
L

SF

32 44 48.1

– 60 30 10 6 4 2 1 0 OVER00 – – – – – – –

録音している曲の録音経過時間

ディスクの録音残り時間

ディスクの録音総時間
CD-R
CD TOTAL

REMAIN
PROG
RNDM
REPEAT

SINGLE
EFFECT RECALL

AUTO SYNC TOCX2 X4 R
dB
L

SF

32 44 481

– 60 30 10 6 4 2 1 0 OVER00 – – – – – – –

CD-R
TOTAL

REMAIN

RNDM
REPEAT

SINGLE
EFFECT RECALL

AUTO SYNC TOCX2 X4 R
dB
L

SF
– 60 30 10 6 4 2 1 0 OVER00 – – – – – – –

CD-R
CD

REMAIN
PROG
RNDM
REPEAT

SINGLE
EFFECT RECALL

AUTO SYNC TOCX2 X4 R
dB
L

SF

32 44 481

– 60 30 10 6 4 2 1 0 OVER00 – – – – – – –

NATURAL SOUND CD RECORDER  CDR-S1000

POWER FINALIZE ERASE DISPLAY

TRACK NO. EFFECT REC MODE

OPEN/CLOSE

CD DIRECT REC

INPUT

PHONES

REC LEVEL

LEVEL

DIGITAL/ANALOG

MIN MAX

0 10

OPTICAL
COAXIAL ANALOG

REC
MUTE

// /

EFFECT

FINALIZE

STOP PAUSE PLAY

SEARCH SKIP

ERASE REC REC MUTE

1 2 3

4 5 6

7 8 9

+10

0

INDEX

REPEAT RANDOM CLEAR PROG

REC MODE
TRACK NO.

WRITE DIMMER DISPLAY
OPEN/
CLOSE

1  OPEN/CLOSEボタン（リモコンではOPEN/
CLOSEボタン）を押して、ディスクトレイを開
け、ディスクを取り除きます。
・再生中の場合は、再生が自動的に止まり、

ディスクトレイが開きます。
2  OPEN/CLOSEボタン（リモコンではOPEN/

CLOSEボタン）を押して、ディスクトレイを閉
めます。

3 前面のPOWERスイッチを押して、電源を切り
ます。
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録音する

録音モードについて

本機には多様な録音モードがあります。
アナログソース、デジタルソースの両方から幅広く
録音できます。（ソース側のCD TEXT、インデック
ス等（サブコード）は記録されません。）

録音を始める前に
・お手持ちのアンプやレシーバで録音するソースを
選んでください。

・前面のINPUTつまみが、録音するソースに適し
た位置になっているか確認してください。
（詳しくは12ページをご覧ください。）

録音モード

CDやMDからデジタル録音する場合はシンクロ録音
をお勧めします。アナログ録音する場合は、マニュ
アル録音をお勧めします。

1曲シンクロ録音
再生機側で再生が始まると同時に、1曲のみ録音が
始まります。再生が終わると同時に録音が停止し、
録音一時停止になります。色々なソースから好みの
曲だけ録音するときに便利です。
詳しくは18ページをご覧ください。

全曲シンクロ録音
再生機側で再生が始まると同時に、全曲を録音し始
めます。再生が終わると同時に録音が停止します。
CDやDAT、MD、LPをまるごと録音するのに便利
です。詳しくは19ページをご覧ください。

フルオートシンクロ録音
全曲シンクロ録音した後に、自動的にファイナライズ
します。詳しくは20ページをご覧ください。

マニュアル録音
上記以外の方法で録音したほうが良い場合に使用し
ます。
録音開始および停止はマニュアルで行ないます。
詳しくは21ページをご覧ください。

重要
・録音中に電源を切らないでください。

正しく録音できなかったり、ディスク破損
の原因となります。

・ CD-RWに録音中、停電や誤って電源コード
を抜いてしまって電源が切れた場合は、
PMA（Program Memory Area）に情報が
書き込まれなかったトラックが無効になり
ます。また、CD-Rに録音中の場合は、その
ディスクが使用できなくなります。

・音飛びの原因となる場合があるので、録音中
は衝撃や振動を本機に加えないでください。

以下の場合は録音できません
・CDまたはファイナライズ済みCD-Rを入れたとき
に、CDインジケータが点灯した場合

・ファイナライズ済みCD-RWを入れたときに、
CD-RWインジケータとTOCインジケータが点灯
した場合

・ディスクに録音残り時間が無く、「Disc Full」と
表示された場合

・99曲すでに録音済みで、「Track Full」と表示さ
れた場合（1枚のディスクには、99曲までしか録
音できません。）

・本機に入れたCD-RまたはCD-RWがオーディオ記
録用でなく、「Not Audio」と表示された場合

ご注意
・本機のDIGITAL入力端子につないだ再生機器から、本機
のDIGITAL出力端子につないだ機器へ録音する際、録音
機能が正しく動作しない場合があります。

・再生機器によっては、本機のデジタル入力による録音が
できない場合があります。

途中まで録音したディスクに録音する場合
ファイナライズ前のCD-RやCD-RWでは、ディスク
に録音残り時間があれば、どの録音モードでも録音
できます。最後に録音した曲の後から、すぐに録音
を始めることができます。

CD-Rを一般のCDプレーヤで再生する
前に（ファイナライズ）
CD-Rに録音を終了したら、必ず録音の最後にディ
スクをファイナライズしてください。
ディスクをファイナライズしないと、一般のCDプ
レーヤでCD-Rを再生できません。
・フルオートシンクロ録音で録音すると、録音が終
了すると自動的にファイナライズします。

シンクロ録音モードをご利用になる際の
ご注意
・ビデオCDをソースとしてシンクロ録音する
場合、再生機器によって、シンクロ録音機
能が正常に動作しないことがあります。

・シンクロ録音を行う場合、ソース側のDVD
機器の操作によっては、20秒間の無音が続
いても停止しないときがあります。
その場合は、&ボタン（リモコンではSTOP &
ボタン）を押し、本機を停止させてください。

・本機でアナログ入力信号を録音するとき、
極めて低いレベルの音は、無音として扱わ
れますので、シンクロ録音の場合、この点
にご注意ください。

・シンクロ録音時の入力信号の検出に要する
時間は100 msec以下ですが、信号によっ
ては最初の部分が録音されない場合があり
ます。このような場合はマニュアルモード
で録音を開始した後、シンクロ録音モード
を選択してください。
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録音する

1曲のみ録音する
（1曲シンクロ録音）

NATURAL SOUND CD RECORDER  CDR-S1000

POWER FINALIZE ERASE DISPLAY

TRACK NO. EFFECT REC MODE

OPEN/CLOSE

CD DIRECT REC

INPUT

PHONES

REC LEVEL

LEVEL

DIGITAL/ANALOG

MIN MAX

0 10

OPTICAL
COAXIAL ANALOG

REC
MUTE

// /

EFFECT

FINALIZE

STOP PAUSE PLAY

SEARCH SKIP

ERASE REC REC MUTE

1 2 3

4 5 6

7 8 9

+10

0

INDEX

REPEAT RANDOM CLEAR PROG

REC MODE
TRACK NO.

WRITE DIMMER DISPLAY
OPEN/
CLOSE

CD-R
CD TOTAL

REMAIN
PROG
RNDM
REPEAT

SINGLE
EFFECT RECALL

AUTO SYNC TOC R
dB
L

SF

32 44 48.1

– 60 30 10 6 4 2 1 0 OVER00 – – – – – – –

INPUTREC MODE

&

REC MODE

STOP &

REC

REC

1 録音可能なCD-RまたはCD-RWを入れます。
・録音用ディスクは、ソースの録音時間より長

めのものをご使用ください。
2 RECボタンを押します。

・録音一時停止になります。

3 前面のINPUTつまみの位置を、録音する入力信
号に合わせます。

いろいろなオーディオソースから1曲ずつ編集録音
するときに便利な操作です。
曲の頭に自動的にトラックマークが付きます。

4 録音レベルを調節します。
（詳しくは22ページをご覧ください。）
・デジタルソース、アナログソース両方の録音
レベルを調節できます。

・録音レベルを調節したいソースを再生しま
す。
録音レベルを調節したら、ソース側の再生を
止めます。

・ CD DIRECT機能がオンの場合、録音レベル
を調節することはできません。

5 ソース側の機器が一時停止または停止している
か確認します。
（ソース側の機器が再生中の場合はシンクロ録音
できません。）
・次の手順に進む前に、もう1度録音する曲目
を確認してください。

6 REC MODEボタンを押します。
・ SINGLEインジケータとSYNCインジケータ
が点灯します。

7 ソース側の再生を始めます。
・本機は自動的に録音を開始します。
・ 1曲の録音が終了すると、ディスプレイに
「Standby」が点滅します。
点滅しているあいだ、PMA（Program
Memory Area）にディスク情報が書き込まれ
ます。
書き込みが終了すると、本機は録音一時停止
し、シンクロ録音モードが解除されます。

8 手順5～7を繰り返して、次に録音したい曲を録
音します。

9 すべての曲の録音が終了したら、&ボタン（リモ
コンではSTOP &ボタン）を押します。
本機は停止します。

録音が終了したら、ファイナライズしてください。
（ファイナライズについて、詳しくは25ページをご
覧ください。）

CD-R
CD TOTAL

REMAIN
PROG
RNDM
REPEAT

SINGLE
EFFECT RECALL

AUTO SYNC TOCX2 X4 R
dB
L

SF

32 44 48.1

– 60 30 10 6 4 2 1 0 OVER00 – – – – – – –



19

録音する

EFFECT

FINALIZE

STOP PAUSE PLAY

SEARCH SKIP

ERASE REC REC MUTE

1 2 3

4 5 6

7 8 9

+10

0

INDEX

REPEAT RANDOM CLEAR PROG

REC MODE
TRACK NO.

WRITE DIMMER DISPLAY
OPEN/
CLOSE

全曲を録音する
（全曲シンクロ録音）

NATURAL SOUND CD RECORDER  CDR-S1000

POWER FINALIZE ERASE DISPLAY

TRACK NO. EFFECT REC MODE

OPEN/CLOSE

CD DIRECT REC

INPUT

PHONES

REC LEVEL

LEVEL

DIGITAL/ANALOG

MIN MAX

0 10

OPTICAL
COAXIAL ANALOG

REC
MUTE

// /

CD-R
CD TOTAL

REMAIN
PROG
RNDM
REPEAT

SINGLE
EFFECT RECALL

AUTO SYNC TOC R
dB
L

SF

32 44 48.1

– 60 30 10 6 4 2 1 0 OVER00 – – – – – – –

4 録音レベルを調節します。
（詳しくは22ページをご覧ください。）
・デジタルソース、アナログソース両方の録音
レベルを調節できます。

・録音レベルを調節したいソースを再生します。
録音レベルを調節したら、ソース側の再生を
止めます。

・ CD DIRECT機能がオンの場合、録音レベル
を調節することはできません。

5 ソース側の機器が一時停止または停止している
か確認します。
（ソース側の機器が再生中の場合はシンクロ録音
できません。）

6 REC MODEボタンを2回押します。
・ ALLインジケータとSYNCインジケータが点
灯します。

7 ソース側の再生を始めます。
・本機は自動的に録音を開始します。
・デジタル録音している場合、ソース側の機器
で新しい曲が始まると同時にトラックマーク
が付きます。

・再生する機器によってはトラックナンバーが
正しく記録されない場合があります。このと
きはマニュアルでトラックマーキングを行っ
てください。

・アナログ録音している場合、無音部分が数秒
続くと、曲間として認識します。
次の曲が始まると同時にトラックマークが付
きます。
無音部分は約4秒間必要です。
録音するソースにノイズや低いレベルの音が
録音されている場合、トラックマークが自動
的に付かない場合があります。
このような場合は、マニュアル録音をお勧め
します。
（詳しくは「マニュアルで録音する」（21ペー
ジ）をご覧ください。）

・約20秒間無音が続き、録音が終了すると、
ディスプレイに「Wait」が点滅します。
点滅しているあいだ、PMA（Program
Memory Area）にディスク情報が書き込まれ
ます。
書き込みが終了すると、本機は停止します。

・ソース側の機器でプログラム再生機能を使用
して録音する場合は、必ず曲間を10秒以下
にしてください。

録音が終了したら、ファイナライズしてください。
（ファイナライズについて、詳しくは25ページをご
覧ください。）

CDやMD、カセットテープ、LPなどから全曲まる
ごと録音するときに便利な操作です。
録音している曲と同じタイミングでトラックマーク
が自動的に付きます。

INPUTREC MODE

&

REC MODE

REC

REC

CD-R
CD TOTAL

REMAIN
PROG
RNDM
REPEAT

SINGLE
EFFECT RECALL

AUTO SYNC TOCX2 X4 R
dB
L

SF

32 44 48.1

– 60 30 10 6 4 2 1 0 OVER00 – – – – – – –

1 録音可能なCD-RまたはCD-RWを入れます。
・録音用ディスクは、ソースの録音時間より長

めのものをご使用ください。
2 RECボタンを押します。

・録音一時停止になります。

3 前面のINPUTつまみの位置を、録音する入力信
号に合わせます。
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録音する

自動でファイナライズ
録音する

（フルオートシンクロ録音）

NATURAL SOUND CD RECORDER  CDR-S1000

POWER FINALIZE ERASE DISPLAY

TRACK NO. EFFECT REC MODE

OPEN/CLOSE

CD DIRECT REC

INPUT
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MIN MAX

0 10
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MUTE

// /
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SEARCH SKIP

ERASE REC REC MUTE

1 2 3

4 5 6

7 8 9
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INDEX
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REC MODE
TRACK NO.

WRITE DIMMER DISPLAY
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REPEAT
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EFFECT RECALL
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L
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– 60 30 10 6 4 2 1 0 OVER00 – – – – – – –

4 録音レベルを調節します。
（詳しくは22ページをご覧ください。）
・デジタルソース、アナログソース両方の録音
レベルを調節できます。

・録音レベルを調節したいソースを再生しま
す。
録音レベルを調節したら、ソース側の再生を
止めます。

・ CD DIRECT機能がオンの場合、録音レベル
を調節することはできません。

5 ソース側の機器が一時停止または停止している
か確認します。
（ソース側の機器が再生中の場合はシンクロ録音
できません。）

6 REC MODEボタンを3回押します。
・ AUTOインジケータとSYNCインジケータが
点灯します。

7 ソース側の再生を始めます。
・本機は自動的に録音を開始します。

8 約20秒間無音が続き、録音が終了すると、ディ
スプレイに「Wait」が点滅します。
点滅しているあいだ、PMA（Program
Memory Area）にディスク情報が書き込まれま
す。
書き込みが終了すると、自動的にファイナライ
ズを開始します。
・ファイナライズをやめるには、約20秒間の
無音が続いているときに、&ボタン（リモコン
ではSTOP &ボタン）を押します。
このような場合は、FINALIZEボタンを押し
て、ファイナライズしてください（25ページ）。

・ソース側の機器でプログラム再生機能を使用
して録音する場合は、必ず曲間を10秒以下
にしてください。

・ファイナライズが始まると操作ボタンは効き
ません。

・ファイナライズ中は決して電源を切らないで
ください。

・録音中、ディスクに録音残り時間が無くなっ
た場合や、録音済みの曲数が99曲に達した
場合は、ソース側の再生が続いていても録音
を停止します。
このとき、ファイナライズはしませんので、
録音終了後、ファイナライズしてください。

フルオートシンクロ録音では、全曲シンクロ録音が
終了した後、自動的にファイナライズします。
ファイナライズとは、一般のCDプレーヤでCD-Rを
再生できるようにする、録音の最後の工程です。
（ただし、CD-RWはファイナライズしても、
CD-RWに対応している機器でしか再生できませ
ん。）ファイナライズについて、詳しくは25ページ
をご覧ください。

INPUTREC MODE

&

REC MODE

STOP &

REC

REC

CD-R
CD TOTAL

REMAIN
PROG
RNDM
REPEAT

SINGLE
EFFECT RECALL

AUTO SYNC TOCX2 X4 R
dB
L

SF

32 44 48.1

– 60 30 10 6 4 2 1 0 OVER00 – – – – – – –

1 録音可能なCD-RまたはCD-RWを入れます。
・録音用ディスクは、ソースの録音時間より長

めのものをご使用ください。
2 RECボタンを押します。

・録音一時停止になります。

3 前面のINPUTつまみの位置を、録音する入力信
号に合わせます。
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録音する

1 録音可能なCD-RまたはCD-RWを入れます。
・録音用ディスクは、ソースの録音時間より長

めのものをご使用ください。
2 RECボタンを押します。

・録音一時停止になります。

3 前面のINPUTつまみの位置を、録音する入力信
号に合わせます。

CD-R
CD TOTAL

REMAIN
PROG
RNDM
REPEAT

SINGLE
EFFECT RECALL

AUTO SYNC TOCX2 X4 R
dB
L

SF

32 44 48.1

– 60 30 10 6 4 2 1 0 OVER00 – – – – – – –

マニュアルで録音したほうが良い場合に使用しま
す。
（CDやMDからデジタル録音する場合は1曲／全曲
シンクロ録音をお勧めします。）

NATURAL SOUND CD RECORDER  CDR-S1000

POWER FINALIZE ERASE DISPLAY

TRACK NO. EFFECT REC MODE

OPEN/CLOSE

CD DIRECT REC

INPUT
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REC LEVEL

LEVEL

DIGITAL/ANALOG

MIN MAX

0 10
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MUTE
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1 2 3
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7 8 9

+10
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REC MODE
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WRITE DIMMER DISPLAY
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CLOSE

STOP & PLAY #

PAUSE *

REC MUTE REC INPUT

&^

REC MUTE

REC

4 録音レベルを調節します。
（詳しくは次ページをご覧ください。）
・デジタルソース、アナログソース両方の録音
レベルを調節できます。

・録音レベルを調節したいソースを再生しま
す。
録音レベルを調節したら、ソース側の再生を
止めます。

・ CD DIRECT機能がオンの場合、録音レベル
を調節することはできません。

5 ^ボタン（リモコンではPAUSE *ボタンまた
はPLAY #ボタン）を押して、録音を開始しま
す。

6 ソースを再生します。
7 録音が終了したら、&ボタン（リモコンでは

STOP &ボタン）を押して、録音を停止します。
・ディスプレイに「Wait」が点滅します。
点滅しているあいだ、PMA（Program
Memory Area）にディスク情報が書き込まれ
ます。

録音を一時停止するには
^ボタン（リモコンではPAUSE *ボタン）を押し
て、録音を一時停止します。
ディスプレイに「Standby」が点滅します。
点滅しているあいだ、PMA（Program Memory
Area）にディスク情報が書き込まれます。
録音を再び始めるには、^ボタン（リモコンでは
PAUSE *ボタンまたはPLAY #ボタン）を押しま
す。

録音した曲の最後に無音部分を作るに
は

REC MUTEボタンを押します。
4秒間の無音部分が録音され、録音一時停止になり
ます。
・無音部分を録音しているあいだ、RECインジケー
タが点滅します。

・4秒以上の無音部分を作りたいときは、REC
MUTEボタンを押したままにします。
ボタンから手を離すと、本機は録音一時停止にな
ります。

・本機が停止から録音一時停止になるとREC
MUTEボタンは効かなくなります。

録音が終了したら、ファイナライズしてください。
（ファイナライズについて、詳しくは25ページをご
覧ください。）

マニュアルで録音する
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録音する

デジタル録音レベルを調節する

デジタルオーディオソースでは音量レベルに差は少
ないですが、ソースの種類によっては、違いが表れ
ることがあります。
CDに録音されている録音レベルを合わせるため
に、デジタル信号の入力レベルを調節することがで
きます。
・CD DIRECT機能がオン（前面のCD DIRECTイン
ジケータが点灯する）の場合、デジタル録音レベ
ルは調節できません。

1 INPUTつまみを適切なデジタル入力の位置
（OPTICALまたはCOAXIAL）に合わせ、録音
するデジタル信号を選びます。

2 録音または録音一時停止中に、録音するデジタ
ルソースを再生します。

3 REC LEVEL DIGITAL/ANALOGつまみを回
して、適切なレベルになるまで、デジタル信号
レベルを調節します。
デジタル音量は＋12dB（MAX）から－12dB
（MIN）までの範囲で調節可能です。

・つまみを中央の位置に合わせると、デジタル
信号の入力レベルが0dBになります。

ご注意
・ソースによってはピークレベルが低く（高く）録音されて
いる場合もありますが、ピークレベルを低く（高く）設定
しすぎると録音の質が低下してしまうことがあります。

・CD DIRECTボタンを押し、前面のCD DIRECTインジ
ケータを点灯させると、録音するCDのデジタル録音レ
ベルに自動的に設定されます。
このとき、REC LEVEL DIGITAL/ANALOGつまみを
回しても効きません。

・デジタル録音レベルとアナログ録音レベルとでは、つま
みの位置とレベルが等しくありませんので、ご注意くだ
さい。

L

R
dB – 60 30 10 6 4 2 1 0 OVER00 – – – – – –

点灯させない

録音レベルを調節する

NATURAL SOUND CD RECORDER  CDR-S1000

POWER FINALIZE ERASE DISPLAY

TRACK NO. EFFECT REC MODE

OPEN/CLOSE

CD DIRECT REC

INPUT
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REC LEVEL

LEVEL

DIGITAL/ANALOG

MIN MAX

0 10

OPTICAL
COAXIAL ANALOG

REC
MUTE

// /

INPUT

REC LEVEL
DIGITAL/
ANALOG

アナログ録音レベルを調節する

INPUTつまみをANALOGの位置に合わせ、アナロ
グ信号を選びます。
録音または録音一時停止中に、REC LEVEL
DIGITAL/ANALOGつまみを回して、アナログ録
音レベルを調節します。
アナログ入力で録音する場合、録音するソースを再
生し、一番大きな音が入ったとき、ディスプレイの
0dBのレベルインジケータが点滅するように、録音
レベルを調節します。
また、音が歪む原因となるため、OVERレベルイン
ジケータは点灯しないように調節してください。
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録音する

トラックマークをマニュアルで追加できます。

トラックマークを追加する

NATURAL SOUND CD RECORDER  CDR-S1000

POWER FINALIZE ERASE DISPLAY

TRACK NO. EFFECT REC MODE

OPEN/CLOSE

CD DIRECT REC

INPUT

PHONES

REC LEVEL

LEVEL

DIGITAL/ANALOG

MIN MAX

0 10

OPTICAL
COAXIAL ANALOG

REC
MUTE

// /

EFFECT

FINALIZE

STOP PAUSE PLAY

SEARCH SKIP

ERASE REC REC MUTE

1 2 3

4 5 6

7 8 9

+10

0

INDEX

REPEAT RANDOM CLEAR PROG

REC MODE
TRACK NO.

WRITE DIMMER DISPLAY
OPEN/
CLOSETRACK NO.

WRITE

TRACK NO.

CDから直接録音する

NATURAL SOUND CD RECORDER  CDR-S1000

POWER FINALIZE ERASE DISPLAY

TRACK NO. EFFECT REC MODE

OPEN/CLOSE

CD DIRECT REC

INPUT

PHONES

REC LEVEL

LEVEL

DIGITAL/ANALOG

MIN MAX

0 10

OPTICAL
COAXIAL ANALOG

REC
MUTE

// /

CDはサンプリング周波数44.1 kHzで録音されてい
ます。
本機はサンプリングレートコンバータなどの回路を
通さないで、CDから録音できます。

CD DIRECT

CD DIRECT

1 録音一時停止中に、CD DIRECTボタンを押し
ます。
・ CD DIRECT機能がオンのとき、CD
DIRECTインジケータが点灯します。

2 録音を始めます。
（録音の手順について、詳しくは18～21ページ
をご覧ください。）
・すべての録音モードで機能します。
・ CD DIRECTインジケータが点灯していると
きは、録音レベルは調節できません。
また、ダイナミックレンジコンプレッション
をかけて録音することもできません。

CD DIRECT機能をオフにするには
もう1度CD DIRECTボタンを押します。

ご注意
・ソース側のCDプレーヤによっては、CD DIRECT機能
が働かない場合があります。
CD DIRECT機能が働かない場合は、CD DIRECTイン
ジケータが3秒間点滅し、消灯します。

録音中、TRACK NO.ボタン（リモコンではTRACK
NO. WRITEボタン）を押します。
・TRACK NO.ボタン（リモコンではTRACK NO.
WRITEボタン）を押した箇所に、トラックマーク
が追加されます。

・4秒以下の曲は作れません。
また、99曲以上はディスクに記録できません。
ディスクに録音残り時間がある場合でも、99曲
トラックマークが付いていると、それ以上録音で
きません。

ご注意
・DATからデジタル録音する場合、必ず曲の頭で一時停止
させてからCD-Rに録音してください。

・マニュアルでトラックマークを付けたほうが良い場合：
* アナログソースを録音するとき、極めて低いレベル信
号で録音されている場合

* 衛生放送をデジタル録音する場合
・シンクロ録音中もマニュアルでトラックマークを付ける
ことができます。
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録音する

1 録音または録音一時停止中に、EFFECTボタン
を押します。
・ディスプレイのEFFECTインジケータが点灯

します。

2 録音を始めます。
（録音の手順について、詳しくは18～21ページ
をご覧ください。）
・すべての録音モードで機能します。
・録音中、ダイナミックレンジコンプレッショ

ンのエフェクトを聞くことができます。
3 EFFECTボタンを押して、エフェクトを解除し

ます。
・ディスプレイのEFFECTインジケータが消灯

します。
・録音が停止すると、ダイナミックレンジコン

プレッションも解除されます。

ご注意
・CD DIRECT機能がオンのときは、ダイナミックレンジ
コンプレッションをかけて録音できません。

ダイナミックレンジコンプ
レッションをかけて録音する

NATURAL SOUND CD RECORDER  CDR-S1000

POWER FINALIZE ERASE DISPLAY

TRACK NO. EFFECT REC MODE

OPEN/CLOSE

CD DIRECT REC

INPUT

PHONES

REC LEVEL

LEVEL

DIGITAL/ANALOG

MIN MAX

0 10

OPTICAL
COAXIAL ANALOG

REC
MUTE

// /

EFFECT

FINALIZE

STOP PAUSE PLAY

SEARCH SKIP

ERASE REC REC MUTE

1 2 3

4 5 6

7 8 9

+10

0

INDEX

REPEAT RANDOM CLEAR PROG

REC MODE
TRACK NO.

WRITE DIMMER DISPLAY
OPEN/
CLOSE

CD-R
CD TOTAL

REMAIN
PROG
RNDM
REPEAT

SINGLE
EFFECT RECALL

AUTO SYNC TOCX2 X4 R
dB
L

SF

32 44 481

– 60 30 10 6 4 2 1 0 OVER00 – – – – – – –

EFFECT

EFFECT

本機は、控えめな音を増幅し、大きな音のレベルを
圧縮するダイナミックレンジコンプレッションのエ
フェクトをかけて録音できます。
車の中でCDを聞くときなどに、聞きやすくなりま
す。
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録音する

ファイナライズとは、録音が終了したCD-Rを一般
のCDプレーヤで再生できるようにする最終処理で
す。
（ただし、CD-RWはファイナライズしても、
CD-RWに対応している機器でしか再生できませ
ん。CD-RWは一般のCDプレーヤでは再生できませ
ん。）
・ファイナライズ済みのCD-Rには、追加で録音は
できません。
ファイナライズする前に、録音がすべて終了した
か、よく確認してください。

・ファイナライズ中は絶対に電源を切らないでくだ
さい。ディスク破損の原因となります。

ファイナライズする

EFFECT

FINALIZE

STOP PAUSE PLAY

SEARCH SKIP

ERASE REC REC MUTE

1 2 3

4 5 6

7 8 9

+10

0

INDEX

REPEAT RANDOM CLEAR PROG

REC MODE
TRACK NO.

WRITE DIMMER DISPLAY
OPEN/
CLOSE

NATURAL SOUND CD RECORDER  CDR-S1000

POWER FINALIZE ERASE DISPLAY

TRACK NO. EFFECT REC MODE

OPEN/CLOSE

CD DIRECT REC

INPUT

PHONES

REC LEVEL

LEVEL

DIGITAL/ANALOG

MIN MAX

0 10

OPTICAL
COAXIAL ANALOG

REC
MUTE

// /

FINALIZE

FINALIZE

STOP &

&

PLAY #

^

CD-R
CD TOTAL

REMAIN
PROG
RNDM
REPEAT

SINGLE
EFFECT RECALL

AUTO SYNC X2 X4 R
dB
L

SF

32 44 481

– 60 30 10 6 4 2 1 0 OVER00 – – – – – – –

CD-R、CD-RWをファイナライズする

1 録音が終了し、ファイナライズ前のCD-Rまた
はCD-RWを入れます。
・ディスクを入れる前に、ディスクに傷やほこ
り、指紋などの汚れが付いていないか確認し
てください。
もし、ディスクが汚ている場合は、ディスク
を拭いてください。
（ディスクのお手入れについて、詳しくは36
ページをご覧ください。）

2 FINALIZEボタンを押します。

・ファイナライズを止めるときは、&ボタン（リ
モコンではSTOP &ボタン）を押します。

3 ^ボタン（リモコンではPLAY #ボタン）を押
して、ファイナライズを始めます。
・ファイナライズが終了するまでの時間がディ
スプレイに表示されます。
ファイナライズが完了するまで約2分かかり
ます。

・ CD-Rのファイナライズが完了すると、ディ
スプレイのCD-RインジケータはCDインジ
ケータに切り換わり、本機は停止します。

・ CD-RWのファイナライズが完了すると、
ディスプレイにTOCインジケータが点灯し、
本機は停止します。

ファイナライズするときのご注意
・ファイナライズが始まると、ファイナライズが完
了するまで、操作ボタンを受け付けません。

・ディスクに傷や汚れ、ほこりがあると、ファイナ
ライズできない場合があります。

・ファイナライズ中は絶対に電源を切ったり、電源
コードを抜かないでください。
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録音する

CD-RWでは一度録音したものを消去できます。
また、消去した箇所に、新たに録音できます。
消去方法は4通りあります。

最終曲消去
ディスクの最終曲を消去します。
この操作はファイナライズ済みのCD-RWや、1曲し
か録音していないCD-RWではできません。

全曲消去
ディスクすべての曲を消去します。
この操作はファイナライズ済みのCD-RWではでき
ません。

TOC消去
この操作はファイナライズ済みのCD-RWでのみ可
能です。
TOCを消去した後は、追加の録音が可能となりま
す。

ディスク消去
この操作はディスク上のすべての情報を消去しま
す。主にディスクの修復用に利用するものです。

消去モードにするには

ERASEボタンを押すたびに、下記のように切り換
わります。

ファイナライズ前のCD-RWの場合：
消去モード解除 = 最終曲消去 = 全曲消去

ファイナライズ済みのCD-RWの場合：
消去モード解除 = TOC消去

すべてのCD-RWにおいて：
ERASEボタンを約2秒押したままにすると、ディ
スク消去モードになります。

ご注意
・ファイナライズ前のCD-RWに、1曲しか録音されてい
ない場合は全曲消去しかできません。

1曲／全曲消去する
（CD-RWのみ）

EFFECT

FINALIZE

STOP PAUSE PLAY

SEARCH SKIP

ERASE REC REC MUTE

1 2 3

4 5 6

7 8 9

+10

0

INDEX

REPEAT RANDOM CLEAR PROG

REC MODE
TRACK NO.

WRITE DIMMER DISPLAY
OPEN/
CLOSE

NATURAL SOUND CD RECORDER  CDR-S1000

POWER FINALIZE ERASE DISPLAY

TRACK NO. EFFECT REC MODE

OPEN/CLOSE

CD DIRECT REC

INPUT

PHONES

REC LEVEL

LEVEL

DIGITAL/ANALOG

MIN MAX

0 10

OPTICAL
COAXIAL ANALOG

REC
MUTE

// /

重要
・消去中は電源を切らないでください。

本機の故障の原因やディスク破損の原因と
なります。

・消去中、ディスプレイに「Check Disc」と
表示され、消去が停止した場合、ディスク
が汚れていたり、破損している可能性があ
ります。
ディスクを取り出して確認し、もう1度消
去を行なってください。

最終曲消去
1 消去したいCD-RWを入れます。

・ファイナライズ済みのCD-RWでは消去でき
ません。

2 ERASEボタンを押します。
・ディスプレイに「Erase LAST?」と表示され

ます。
・消去をやめたいときは、&ボタン（リモコンで

はSTOP &ボタン）を押します。
3 ^ボタン（リモコンではPLAY #ボタン）を押

して、消去を始めます。
・消去が完了するまで、数秒かかります。
・消去中は、ディスプレイに「Erase」と消去完

了までにかかる時間が表示されます。
4 消去が完了すると本機は停止します。

ERASE

ERASE

PLAY #

^

STOP &

&

±
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録音する

全曲消去

1 消去したいCD-RWを入れます。
・ファイナライズ済みのCD-RWでは消去でき

ません。
2 ディスプレイに「Erase ALL?」が表示されるま

で、ERASEボタンを押します。
・消去をやめたいときは、&ボタン（リモコンで

はSTOP &ボタン）を押します。
3 ^ボタン（リモコンではPLAY #ボタン）を押

して、消去を始めます。
・消去が完了するまで、録音した時間により、

数秒から約3分程かかります。
・消去中は、ディスプレイに「Erase」と消去完

了までにかかる時間が表示されます。
4 消去が完了すると本機は停止します。

TOC消去
1 ファイナライズ済みのCD-RWを入れます。
2 ERASEボタンを押します。

・ディスプレイに「Erase TOC?」と表示されま
す。

・消去をやめたいときは、&ボタン（リモコンで
はSTOP &ボタン）を押します。

3 ^ボタン（リモコンではPLAY #ボタン）を押
して、消去を始めます。
・消去が完了するまで、約1分かかります。
・消去中は、ディスプレイに「Erase」と消去完

了までにかかる時間が表示されます。
4 消去が完了すると本機は停止します。

ご注意
・TOC消去が完了すると、TOCインジケータが消灯しま
す。

ディスク消去

1 消去したいCD-RWを入れます。
・ ファイナライズ前のCD-RWでも、ファイナ

ライズ済みのCD-RWでも消去できます。
2 約2秒間、ERASEボタンを押したままにしま

す。
・ディスプレイに「Erase DISC?」と表示され

ます。
・消去をやめたいときは、&ボタン（リモコンで

はSTOP &ボタン）を押します。
3 ^ボタン（リモコンではPLAY #ボタン）を押

して、消去を始めます。
・消去が完了するまで、ディスクの録音可能な

総時間の約1/4かかります。
4 消去が完了すると本機は停止します。
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再生する

CDを再生する 一時的に再生を止めるには

^ボタン（リモコンではPAUSE *ボタン）を押し
ます。
もう1度再生を始めるには、^ボタン（リモコンで
はPAUSE *ボタンまたはPLAY #ボタン）を押し
ます。

再生を停止するには

&ボタン（リモコンではSTOP &ボタン）を押しま
す。

聞きたい曲から再生するには
リモコンの数字ボタンを押して、聞きたい曲を選び
ます。
ディスプレイに聞きたい曲番号が表示されます。
例：25曲目を選ぶ場合
＋10ボタンを2回押し、すぐに5ボタンを1回押し
ます。

ご注意
・ディスクに録音されている曲数以上の曲番を選ぶと、
ディスクの最後の曲を再生します。

本機ではCD、CD-R、CD-RWを再生できます。

NATURAL SOUND CD RECORDER  CDR-S1000

POWER FINALIZE ERASE DISPLAY

TRACK NO. EFFECT REC MODE

OPEN/CLOSE

CD DIRECT REC

INPUT

PHONES

REC LEVEL

LEVEL

DIGITAL/ANALOG

MIN MAX

0 10

OPTICAL
COAXIAL ANALOG

REC
MUTE

// /

EFFECT

FINALIZE

STOP PAUSE PLAY

SEARCH SKIP

ERASE REC REC MUTE

1 2 3

4 5 6

7 8 9

+10

0

INDEX

REPEAT RANDOM CLEAR PROG

REC MODE
TRACK NO.

WRITE DIMMER DISPLAY
OPEN/
CLOSE

^ &

数字ボタン

PLAY #

PAUSE *

STOP &

CDを再生するには

1 本機の電源を入れ、ディスクを入れます。
（詳しくは15ページをご覧ください。）

2 ^ボタン（リモコンではPLAY #ボタン）を押
します。
・ 1曲目の頭から再生が始まります。
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再生する

聞きたい曲を探す
（トラックサーチ）

早送りするには

再生中、⁄/›ボタン（リモコンではSEARCH
⁄ボタン）を押したままにします。
ボタンから手を離したところから、通常の再生が始
まります。

早戻しするには

再生中、$/!ボタン（リモコンではSEARCH　
!ボタン）を押したままにします。
ボタンから手を離したところから、通常の再生が始
まります。

ご注意
・ボタンを押しているあいだ、音は聞こえません。
・一時停止中でも早送り、早戻しできます。

早送り／早戻しする
（マニュアルサーチ）

NATURAL SOUND CD RECORDER  CDR-S1000

POWER FINALIZE ERASE DISPLAY

TRACK NO. EFFECT REC MODE

OPEN/CLOSE

CD DIRECT REC

INPUT

PHONES

REC LEVEL

LEVEL

DIGITAL/ANALOG

MIN MAX

0 10

OPTICAL
COAXIAL ANALOG

REC
MUTE

// /

次の曲を聞くには

再生中に、⁄/›ボタン（リモコンではSKIP ›
ボタン）を押します。
続けて次の曲へ進むには、⁄/›ボタン（リモコン
ではSKIP ›ボタン）を繰り返し押します。

再生中の曲の頭に戻るには

再生中に、$/!ボタン（リモコンではSKIP $
ボタン）を1回押します。

前の曲を聞くには

再生中に、$/!ボタン（リモコンではSKIP $
ボタン）を2回続けて押します。
さらに前の曲に戻るには、$/!ボタン（リモコン
ではSKIP $ボタン）を繰り返し押します。

ご注意
・一時停止中または停止中も、⁄/›または$/!ボ
タン（リモコンではSKIP ›またはSKIP $ボタン）で
曲を選べます。
再生を始めるには、^ボタン（リモコンではPLAY #ボ
タン）を押します。

$/! ⁄/›

NATURAL SOUND CD RECORDER  CDR-S1000

POWER FINALIZE ERASE DISPLAY

TRACK NO. EFFECT REC MODE

OPEN/CLOSE

CD DIRECT REC

INPUT

PHONES

REC LEVEL

LEVEL

DIGITAL/ANALOG

MIN MAX

0 10

OPTICAL
COAXIAL ANALOG

REC
MUTE

// /

EFFECT

FINALIZE

STOP PAUSE PLAY

SEARCH SKIP

ERASE REC REC MUTE

1 2 3

4 5 6

7 8 9

+10

0

INDEX

REPEAT RANDOM CLEAR PROG

REC MODE
TRACK NO.

WRITE DIMMER DISPLAY
OPEN/
CLOSE

EFFECT

FINALIZE

STOP PAUSE PLAY

SEARCH SKIP

ERASE REC REC MUTE

1 2 3

4 5 6

7 8 9

+10

0

INDEX

REPEAT RANDOM CLEAR PROG

REC MODE
TRACK NO.

WRITE DIMMER DISPLAY
OPEN/
CLOSE

$ SKIP › ! SEARCH ⁄

$/! ⁄/›
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再生する

聞きたい曲を聞きたい順で聞くときに便利です。

プログラム中の表示について

1プログラム番号が表示されます。
2プログラムした曲番が表示されます。
3プログラムした曲の総再生時間が表示されます。
総再生時間が100分を超えると、分表示は下2桁
しか表示されません。

ご注意
・最大40曲までプログラムできます。
・プログラム中にDISPLAYボタンを押すと、プログラム
番号表示がプログラムした曲の総再生時間表示に切り換
わります。
元の表示に戻すには、もう1度DISPLAYボタンを押し
ます。

・プログラム再生中に、リモコンの数字ボタンを押すと、
プログラム再生が停止し、数字ボタンで選んだ曲の頭に
とびます。
数字ボタンで選んだ曲の再生が終わると、プログラム再
生が中断したときの次の曲に戻り、プログラム再生が始
まります。

・プログラムした曲を選ぶには、プログラム再生中に
$/!または⁄/›ボタン（リモコンではSKIP $
またはSKIP ›ボタン）を押します。

・プログラムしていない曲も含めて、ディスクのすべての
曲を探すには、プログラム再生中に$/!または
⁄/›ボタン（リモコンではSEARCH !または
SEARCH ⁄ボタン）を押したままにします。

NATURAL SOUND CD RECORDER  CDR-S1000

POWER FINALIZE ERASE DISPLAY

TRACK NO. EFFECT REC MODE

OPEN/CLOSE

CD DIRECT REC

INPUT

PHONES

REC LEVEL

LEVEL

DIGITAL/ANALOG

MIN MAX

0 10

OPTICAL
COAXIAL ANALOG

REC
MUTE

// /

EFFECT

FINALIZE

STOP PAUSE PLAY

SEARCH SKIP

ERASE REC REC MUTE

1 2 3

4 5 6

7 8 9

+10

0

INDEX

REPEAT RANDOM CLEAR PROG

REC MODE
TRACK NO.

WRITE DIMMER DISPLAY
OPEN/
CLOSE

DISPLAY ^

DISPLAY

PROG

数字ボタン

&

STOP &

CLEAR

1 リモコンのPROGボタンを押して、プログラム
モードにします。
・ディスプレイにPROGインジケータが点灯し

ます。
・リモコンのPROGボタンを押した後、ディス

プレイに「P-01」と表示されない場合は、表
示されるまで、DISPLAYボタンを繰り返し
押します。

2 リモコンの数字ボタンを押して、聞きたい順に
曲をプログラムします。

3 プログラムし終わったら、^ボタン（リモコン
ではPLAY #ボタン）を押して、プログラムし
た曲を再生します。

$/! ⁄/›

$ SKIP ›

PLAY #

CD-RW
CD TOTAL

REMAIN
PROG
RNDM
REPEAT

SINGLE
EFFECT RECALL

AUTO SYNC TOC R
dB
L

SF

32 44 48.1

– 60 30 10 6 4 2 1 0 OVER00 – – – – – – –

1

CD-RW
CD TOTAL

REMAIN
PROG
RNDM
REPEAT

SINGLE
EFFECT RECALL

AUTO SYNC TOC R
dB
L

SF

32 44 48.1

– 60 30 10 6 4 2 1 0 OVER00 – – – – – – –

2 3

好きな曲を好きな順で聞く
（プログラム再生）
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再生する

プログラムした内容を確認するには

1 プログラム再生中の場合は、&ボタン（リモコンで
はSTOP &ボタン）を押して、再生を止めます。

2 リモコンのPROGボタンを押します。
3 ⁄/›ボタン（リモコンではSKIP ›ボタン）
を押すたびに、プログラムした曲番とプログラム
ステップ数が順番に表示されます。
$/!ボタン（リモコンではSKIP $ボタン）
を押すと、逆方向に表示が戻ります。

プログラムした内容を訂正するには

1「プログラムした内容を確認するには」の手順1と
2を行います。

2 $/!または⁄/›ボタン（リモコンでは
SKIP $またはSKIP ›ボタン）を押して、訂
正したい曲番を表示させます。

3 リモコンの数字ボタンを押して、正しい曲番を選
びます。
訂正前の曲番は消え、新しい曲番が表示されま
す。

4 プログラムの訂正を終えたら、リモコンのPROG
ボタンを押します。
訂正後すぐに再生を始めるときは、PROGボタン
の代わりに、^ボタン（リモコンではPLAY #ボ
タン）を押します。

プログラム再生を止めるには

&ボタン（リモコンではSTOP &ボタン）を押しま
す。
最初にプログラムした曲番がディスプレイに表示さ
れます。
もう1度プログラム再生をするには、^ボタン（リ
モコンではPLAY #ボタン）を押します。
プログラムした最初の曲から再生します。

プログラムを解除するには

停止中に、&ボタン（リモコンではSTOP &ボタンま
たはCLEARボタン）を押します。

すべての曲を順不同で再生します。

曲を順不同に聞く
（ランダム再生）

RANDOMボタンを押します。
ディスプレイにRNDMインジケータが点灯し、順不
同に再生が始まります。

ランダム再生を止めるには
STOP &ボタンまたはRANDOMボタンを押しま
す。
・ディスプレイのRNDMインジケータが消灯しま
す。

ご注意
・プログラムを設定中またはプログラム再生中は、ランダ
ム再生できません。

・ランダム再生中に、SKIP ›ボタンを押すと、次に再
生される曲に移ります。
SKIP $ボタンを押すと、再生中の曲の頭に戻りま
す。
ランダム再生中は、前の曲に戻ることはできません。

・ランダム再生中は、総再生残り時間は表示されません。

EFFECT

FINALIZE

STOP PAUSE PLAY

SEARCH SKIP

ERASE REC REC MUTE

1 2 3

4 5 6

7 8 9

+10

0

INDEX

REPEAT RANDOM CLEAR PROG

REC MODE
TRACK NO.

WRITE DIMMER DISPLAY
OPEN/
CLOSE

RANDOM

CD-RW
CD TOTAL

REMAIN
PROG
RNDM SINGLE

EFFECT RECALL
AUTO SYNC TOC R

dB
L

32 44 48.1

– 60 30 10 6 4 2 1 0 OVER00 – – – – – – –

STOP &
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インデックス番号を選ぶには

1 数字ボタンで、インデックス番号が記録されて
いる曲を選びます。

2 INDEXボタンを押します。
3 数字ボタンで、希望するインデックス番号を指

定します。

インデックスサーチを止めるには
INDEXボタンを押します。

ご注意
・インデックス番号が記録されていないディスクもありま
す。インデックスとは、1つの曲をさらに小さな部分（例
えば、クラッシの楽章など）に区切り、番号付けしたも
のです。
インデックスが記録されているディスクには、ディスク
の解説書に マークが付いています。

・ディスクに記録されているインデックス番号より大きな
番号を指定すると、最後のインデックス番号から再生が
始まります。

・ディスクによってはインデックス番号の少し手前から再
生が始まることがあります。

・インデックスが記録されていないディスクでインデック
ス番号を指定すると、選ばれている曲の頭から再生が始
まります。

1曲またはディスク全体を繰り返し聞くことができ
ます。 インデックス番号が記録されたディスクでは、イン

デックス番号を指定して、そこから再生を始めるこ
とができます。

繰り返し再生する
（リピート再生）

インデックス番号を指定して
聞きたい箇所を再生する
（インデックスサーチ）

EFFECT

FINALIZE

STOP PAUSE PLAY

SEARCH SKIP

ERASE REC REC MUTE

1 2 3

4 5 6

7 8 9

+10

0

INDEX

REPEAT RANDOM CLEAR PROG

REC MODE
TRACK NO.

WRITE DIMMER DISPLAY
OPEN/
CLOSE

EFFECT

FINALIZE

STOP PAUSE PLAY

SEARCH SKIP

ERASE REC REC MUTE

1 2 3

4 5 6

7 8 9

+10

0

INDEX

REPEAT RANDOM CLEAR PROG

REC MODE
TRACK NO.

WRITE DIMMER DISPLAY
OPEN/
CLOSE

CD-RW
CD TOTAL

REMAIN
PROG
RNDM
REPEAT

SINGLE
EFFECT RECALL

AUTO SYNC TOCX2 X4 R
dB
L

SF

32 44 48.1

– 60 30 10 6 4 2 1 0 OVER00 – – – – – – –

REPEAT

CD-RW
CD TOTAL

REMAIN
PROG
RNDM
REPEAT

SINGLE
EFFECT RECALL

AUTO SYNC TOCX2 X4 R
dB
L

SF

32 44 48.1

– 60 30 10 6 4 2 1 0 OVER00 – – – – – – –

INDEX

数字ボタン

STOP &

1曲リピート
ディスプレイにREPEAT Sインジケータが点灯する
まで、繰り返しREPEATボタンを押します。

指定した1曲または再生中の曲を繰り返し再生しま
す。
・1曲リピートはプログラム再生中またはランダム
再生中でもできます。
（リピート再生モードを解除すると、通常のプロ
グラム再生またはランダム再生が始まります。）

全曲リピート
ディスプレイにREPEAT Fインジケータが点灯する
まで、繰り返しREPEATボタンを押します。

ディスク全曲を繰り返し再生します。
・プログラム再生では、プログラムした順に繰り返
します。

・ランダム再生では、全曲を順不同に繰り返しま
す。

リピート再生を止めるには
ディスプレイのREPEATインジケータが消灯するま
で、REPEATボタンを押します。
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通常の明るさ

やや暗い

暗い

ディスプレイの明るさを3段階に調節できます。

ディスプレイの明るさを
調節する

お手持ちのヘッドホンのプラグをPHONES端子に
接続します。
LEVELつまみを回して、ヘッドホンの音量を調節し
ます。

ヘッドホンを使って聞く

EFFECT

FINALIZE

STOP PAUSE PLAY

SEARCH SKIP

ERASE REC REC MUTE

1 2 3

4 5 6

7 8 9

+10

0

INDEX

REPEAT RANDOM CLEAR PROG

REC MODE
TRACK NO.

WRITE DIMMER DISPLAY
OPEN/
CLOSE

NATURAL SOUND CD RECORDER  CDR-S1000

POWER FINALIZE ERASE DISPLAY

TRACK NO. EFFECT REC MODE

OPEN/CLOSE

CD DIRECT REC

INPUT

PHONES

REC LEVEL

LEVEL

DIGITAL/ANALOG

MIN MAX

0 10

OPTICAL
COAXIAL ANALOG

REC
MUTE

// /

DIMMER

PHONES LEVEL

PHONES

DIMMERボタンを押すごとに、下記のようにディ
スプレイの明るさが切り換わります。
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デジタル録音のルール
（シリアルコピー

マネージメントシステム）

デジタル入力で録音したソースをさらにデジタル録
音することはできません。
本機は、シリアルコピーマネージメントシステムの
規格に準拠したデジタルオーディオ機器です。
「シリアルコピーマネージメントシステム」は、各種
デジタルオーディオ機器の間で、「デジタル信号を
デジタル信号のまま録音」するというデジタル信号
どうしのコピーを「1世代まで」と規制したもので
す。
2つの原則があります。

●原則1
コンパクトディスク（CD）またはデジタルオーディ
オテープ（DAT）、ミニディスク（MD）ソフトから、
CDへ「デジタル信号をデジタル信号のまま録音」で
きます。
ただし、一度「デジタル信号をデジタル信号のまま
録音」したものを、他のCDへ「デジタル信号のまま
デジタル録音」できません。

●原則2
アナログレコードやFM放送などを本機で録音した
CDから、他のCDへ「デジタル信号をデジタル信号
のまま録音」することができます。
ただし、一度「デジタル信号をデジタル信号のまま
録音」したCDから、他のCDへ「デジタル信号をデジ
タル信号のまま録音」できません。

「デジタル信号を�
　デジタル信号のまま録音」�
　した1世代目�
（デジタルソース）�

CD

デジタル出力端子へ�

デジタル入力端子へ�

録音� CDレコーダ�

再生�
・MDレコーダ�
・CDプレーヤ�
・DATデッキ�

アナログ出力端子へ�

アナログ入力端子へ�

録音�

再生�

デジタル出力端子へ�

デジタル入力端子へ�

CDレコーダ�

CDプレーヤ�

アナログ入力で録音する場合には、何回でも録音できます。�

アナログ入力に�
つないで録音したCD
（アナログソース）�

・MDレコーダ�
・CDプレーヤ�
・DATデッキ�
�

・チューナ�
・カセットデッキ�
・レコードプレーヤ�
�

再生�

録音�

アナログ出力端子へ�

アナログ入力端子へ�

再生�

録音�

デジタル出力端子へ�

デジタル入力端子へ�

アナログ出力端子へ�

アナログ入力端子へ�

録音�

再生�

デジタル出力端子へ�

デジタル入力端子へ�

CDレコーダ�

CDプレーヤ�

CDレコーダ�

「デジタル信号を�
　デジタル信号のまま録音」�
　した1世代目�
（デジタルソース）�

CD

CD

CDレコーダ�

CDプレーヤ�
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Can't Copy
デジタル録音できないときに表示されます。
（詳しくは、「デジタル録音のルール（シリアルコ
ピーマネージメントシステム）」（34ページ）をご覧
ください。）

Check Disc
ディスクの読み取り実行後や、ディスク消去中、ファイ
ナライズ中、OPC実行中に、それぞれの動作が停止し
たときに表示されます。
この場合、ディスクが汚れていたり、破損している
恐れがあります。ディスクを取り出して確認してく
ださい。

CLOSE
ディスクトレイを閉めるときに表示されます。

Data Track
データトラックを再生しようとしたときに表示され
ます。

Disc Full
ディスクの録音時間いっぱいに録音されているた
め、これ以上録音できないときに表示されます。

Erase ALL?
CD-RWに記録されているすべての曲を消すときに
表示されます。
消したいときは^ボタン（リモコンではPLAY #
ボタン）を押します。

Erase DISC?
CD-RWに記録されているすべての情報を消すとき
に表示されます。
消したいときは^ボタン（リモコンではPLAY #
ボタン）を押します。

Erase LAST?
CD-RWに記録されている最後の曲を消すときに表
示されます。
消したいときは^ボタン（リモコンではPLAY #
ボタン）を押します。

Erase TOC?
CD-RWに記録されているTOC（Table Of
Contents）を消すときに表示されます。
消したいときは^ボタン（リモコンではPLAY #
ボタン）を押します。

Finalized
ファイナライズ済みのCD-RWに録音しようとする
ときに表示されます。

Finalize OK?
ディスクをファイナライズするときに表示されます。
ファイナライズしたいときは^ボタン（リモコンで
はPLAY #ボタン）を押します。

ディスプレイ文字表示一覧 New Disc
新品のCD-RまたはCD-RWを本機に入れたときや、
ディスク消去または全曲消去したCD-RWを本機に
入れたときに表示されます。

No Disc
ディスクが入っていないときに表示されます。

No Input
デジタル入力を選択したが、接続が正しく行なわれ
ていないときに表示されます。
またはデジタル信号がソース側の機器から出力され
ていないときに表示されます。
この表示が表示されたときは、接続が正しく行なわ
れているか確認してください。
またはソース側の機器の状態を確認してください。

Not Audio
本機に入れたディスクが、音楽用のCD-Rまたは
CD-RWでないときに表示されます。

OPC Adjust
ディスクの反射に対して、本機のレーザーの強さを
調節しているあいだ表示されます。
調節を行なうのに数秒かかります。

OPEN
ディスクトレイを開けるときに表示されます。

Reading
電源を入れたときやディスクを入れたとき、ディス
クのフォーマットを読み込んでいるあいだ表示され
ます。

Standby
本機が停止または録音後、録音一時停止し、ディス
ク情報をPMA（Program Memory Area）に書き込
んでいるときに表示されます。
この表示が出ているときは、電源を切らないでくだ
さい。

TOC
ファイナライズしているとき、TOC（Table Of
Contents）をディスクに記録しているあいだ表示さ
れます。

Track Full
ディスクにすでに99曲録音されているため、これ
以上録音できないときに表示されます。

Wait
本機が録音後、停止し、ディスク情報をPMA
（Program Memory Area）に書き込んでいるとき
に表示されます。
この表示が出ているときは、電源を切らないでくだ
さい。
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ディスクの取り扱い

録音が正常に行われない、録音したデータが損なわ
れる、本機が故障する等の障害が発生する原因とな
るため、ディスクのお取り扱いに関して、以下の事
項を必ずお守りください。

・本機は 、 、 マークのあるコンパクト
ディスク（8cm CD含む）をお使いください。
本機ではCD-G、CD-ROM、VCD、CDV、DVD
などは再生できません。

・ディスクは本来、消耗しないようにできています
が、ディスクの取り扱い方によっては傷がつく場
合があります。
そのようなときは、正しく再生できないことがあ
ります。

・クリーニングディスクや歪んだディスクは使用し
ないでください。
故障の原因となることがあります。

・CD-RやCD-RWの録音面に、ほこりや指紋、傷な
どがあったり、直射日光が当たると、録音や再生
できなくなる場合がありますので、以下の点に特
にご注意ください。
・できるだけディスクの縁を持つようにして、
表面に触れないように扱ってください。

・使用後のディスクは必ずケースに入れて保管
してください。

・信号記録面に、指紋やほこりが付いたら、柔
らかい布などで軽く内側中心から外側へ直角
方向に拭いてください。
コンパクトディスクにはレコード盤のような
音溝はありません。
ホコリや汚れは柔らかい布で軽く拭き取るだ
けで十分です。

・レコードスプレー、帯電防止剤、ベンジン、シン
ナーなどで絶対に拭かないでください。
ディスクはプラスチック製です。
これらの化学薬品で表面が侵されることがありま
す。また、水で拭くことも避けてください。

・直射日光の当たる場所や、高温多湿な場所に長時
間置くとディスクが変形したり、変色したりし
て、使用できなくなる恐れがありますので、避け
てください。

注意！

本機の故障を防ぐために
・規格外のディスクはご使用にならないでくださ
い。
ハート型や花の形などの変形ディスク（シェイプ
CD）は、重量バランスがアンバランスであるた
め、ご使用にならないでください。
規格外のコンパクトディスクを本機にセットしま
すと、正しく再生できないばかりでなく、ディス
クトレイが開いたり、異音の発生や故障の原因と
なる場合があります。

・レーベル面に紙やシール（レーベル面用ラベル
シート含む）などを貼ったり、ボールペン等の先
の尖ったものや固いもので文字を書かないでくだ
さい。

・ディスクにセロハンテープやレンタルCDのラベ
ルなどの糊がはみ出したり、はがしたあとがある
ものはお使いにならないでください。
そのまま本機にかけると、ディスクが取り出せな
くなったり、故障する原因となることがありま
す。
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本機のシステム上の
ご注意と制限

録音できる曲の長さと曲数について
・ディスクに録音できる曲の最短の時間は約4秒で
す。
4秒以内で録音を停止すると、4秒に達するまで
無音を録音し、停止します。

・ディスクに録音できる曲数は99曲です。
99曲を超えて録音しようとすると、自動的に録
音が停止します。
すでに99曲録音されていると、録音時間が余っ
ていても、録音できません。

サンプリングレートコンバージョンについて
LPやカセットテープをCD-RやCD-RWにアナログ
録音する場合、本機はアナログ信号を44.1 kHzの
デジタル信号に変換して録音します。
デジタルソースをCD-RやCD-RWに録音する場合、
本機はデジタル信号を44.1 kHzに変換して録音し
ます。
本機は32 kHz、44.1 kHz、48 kHzのデジタル信
号のソースを録音できます。
44.1 kHzのCDから信号を変換せずに録音する場合
は、CD DIRECT機能をオンにして録音することを
お勧めします。

オーディオ信号以外の録音について
本機はオーディオ信号の録音用に設計されていま
す。
CD-ROMなどのオーディオ信号以外のソースからは
録音できません。
入力したデジタル信号がオーディオ信号の場合に
限って録音可能です。
また、CDグラフィックやCD TEXTのように、デジ
タル信号にグラフィックや文字情報が記録されてい
る場合は、音声以外のデータは録音されません。

DATからデジタル録音する際のご注意
DATのスタートIDは、必ず音の始まる前に入れてく
ださい。
一般に、DATのオートID機能を使用して作成した
テープは、スタートIDが音よりわずかに遅れて記録
されています。
本機では、DATからのデジタル録音時に、このス
タートIDで曲の切り換わりを検知しているため、デ
ジタルシンクロ録音（1曲または全曲）の際に以下の
ような不具合を生じる場合があります。
・録音開始時、曲の頭が欠ける
・録音中、曲の頭よりわずかに遅れて、新しいト
ラックマークが付く

・録音終了時、次の曲の頭が録音される
上記を防ぐため、DATから録音する場合はマニュア
ル録音をお勧めします。
DATの操作について、詳しくはお手持ちのDATに
付属の取扱説明書をご覧ください。
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症状 原因 対応のしかた

本機をご使用中に正常に動作しなくなったときは、下記の事項をご確認ください。
その上で正常に動作しない、あるいは下記以外で何か異常が認められた場合は、本機の電源スイッチを切り、
電源プラグをコンセントから抜いて、お買い上げ店または最寄りのヤマハ電気音響製品サービス拠点宛、お問
い合わせ、サービスをご依頼ください。

故障かな？と思ったら

POWERスイッチを押して
も電源が入らない。

ディスクを入れても再生で
きない。

再生が始まるのに時間がか
かる。違った場所から再生
が始まる。

録音できない。

録音したCD-RやCD-RW
が、本機以外のCDプレー
ヤやDVDプレーヤで再生で
きない。

音飛びがする。

ブーンというハム音がす
る。

ノイズが出る。

リモコンで操作できない。

リモコンを使うとテレビが
正常に機能しない。

電源プラグをコンセントにしっかり差し込み直し
てください。

ディスクを確認してください。
ディスクを交換してください。

電源を入れ直し、約20～30分経ってから、再生
を始めてください。

ディスクのレーベル面を上にして入れてください。

クリーニングしてください。

ディスクを確認してください。
ディスクを交換してください。

ファイナライズ前の録音可能なディスクを入れて
ください。
CD-RWでは、TOC消去やディスク消去が必要な
場合があります。

録音可能なディスクを入れてください。

INPUTつまみを入力信号に合った位置にしてく
ださい。

ソース側の出力レベルをMAXに設定してください。

録音可能なディスクと交換してください。

CD-Rの場合は、ディスクを交換してください。
CD-RWの場合は、最初から録音し直してください。

ディスクをクリーニング、またはディスクを交換
してください。

CD-RまたはCD-RWに対応しているCDプレーヤ
やDVDプレーヤをご使用ください。

ディスクをファイナライズしてください。

設置場所を変えてください。
（何らかの振動やショックによって、すでにソー
ス自体が正しく録音されていない場合を除く。）

クリーニングしてください。

オーディオコードをしっかり接続してください。
オーディオコードを交換してください。

ディスクを交換してください。

2本とも新しい乾電池に交換してください。

リモコン受光部から6m、60度の範囲内でリモ
コン操作してください。

リモコン受光部に強い光が当たらないように本機
の設置場所や方向、または照明の位置を工夫して
ください。

本機をテレビから離れた場所に設置してください。
テレビのリモコン受光部を隠してください。

電源プラグの差し込みが不完全。

ディスクが壊れている。

レーザーピックアップに湿気がある。

ディスクが裏がえしにセットされている。

ディスクがひどく汚れている。

ディスクに傷がある、または壊れている。

ディスクがファイナライズされている。

すでに録音が完了しているディスクを入れた。

INPUTつまみの位置が適切でない。

ソース側の出力レベルが低すぎる。

ディスクに録音可能な残り時間が足りない、
またはすでに99曲録音されている。

録音中に電源コードがはずれたり、電源が切
れて、録音したものが消失した。

ディスクが汚れている、または壊れている。

お使いのCDプレーヤやDVDプレーヤが
CD-RまたはCD-RWに対応していない。

ディスクがファイナライズされていない。

本機またはソース側の機器が振動やショック
を受けている。

ディスクがひどく汚れている。

接続が正しく行なわれていない。

ディスクが歪んでいる。

リモコンの乾電池が消耗している。

本機から遠いところでリモコン操作している。
受光部に向けてリモコン操作していない。

受光部に強い日光や照明（インバータ蛍光灯
など）が当たっている。

リモコン受光部の付いているテレビの近くで
リモコンを使用している。
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仕様

オーディオ部
周波数特性
..................................................... 5～20,000 Hz、±0.5 dB

S/N比（EIAJ)
再生 ................................................................................107 dB
録音 ...................................................................................90 dB

高周波歪率（1 kHz）
再生 .............................................................................. 0.004％
録音 .............................................................................. 0.008％

ダイナミックレンジ
再生 ................................................................................100 dB
録音 ...................................................................................94 dB

入力端子
アナログ入力（REC）端子
形状 ........................................................................ ピンジャック
標準入力レベル ............................................ 500 mV/24 kΩ

デジタル入力OPTICAL端子
形状 ................................................................................... 光端子

デジタル入力COAXIAL端子
形状 ........................................................................ ピンジャック

出力端子
アナログ出力（PLAY）端子
形状 ........................................................................ ピンジャック
標準出力レベル（1 kHz、0 dB）............... 2.0 ± 0.5 Vrms

デジタル出力（OPTICAL）端子
形状 ................................................................................... 光端子

デジタル出力（COAXIAL）端子
形状 ........................................................................ ピンジャック

PHONES端子
標準出力レベル（150Ω、－20 dB）........ 300 mV/150Ω

一般
電源
........................................................... AC 100 V、50/60 Hz

消費電力
............................................................................................ 28 W

外形寸法（幅×高さ×奥行き）
............................................................ 435×108×400 mm

質量
.......................................................................................... 6.3 kg

付属品
............................................................. オーディオコード（2本）

光ファイバーケーブル
リモコン

単3乾電池（2本）

仕様及び外観は改良のため変更することがあります。

本機は、電気用品取締法に定める技術基準に適合してい
ます。
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ヤマハホットラインサービスネットワークは、本機を末永く、安心してご愛用いただけるためのものです。�

サービスのご依頼、お問い合わせは、お買上げ店、またはお近くのサービス拠点にご連絡ください。�

●�保証期間�
お買い上げ日より�1年間です。�

●�保証期間中の修理�
保証書の記載内容に基づいて修理させていただきます。詳しくは�
保証書をご覧ください。�

●�保証期間が過ぎているとき�
修理によって製品の機能が維持できる場合にはご要望により有料�
にて修理いたします。�

●�修理料金の仕組み�
◆� 技術料�故障した製品を正常に修復するための料金です。�

技術者の人件費、技術教育費、測定機器等設備費、�
一般管理費等が含まれています。�

◆� 部品代�修理に使用した部品代金です。その他修理に付帯す�
る部材等を含む場合もあります。�

◆� 出張料�製品のある場所へ技術者を派遣する場合の費用で�
す。別途、駐車料金をいただく場合があります。�

●�補修用性能部品の最低保有期間�
補修用性能部品の最低保有期間は、製造打切り後�8年�(テープデッ�
キは�6年�)です。この期間は通商産業省の指導によるものです。補�
修用性能部品とは、その製品の機能を維持するために必要な部品�
です。�

●�持ち込み修理のお願い�
故障の場合、お買い上げ店、または最寄りのヤマハ電気音響製品�
サービス拠点へお持ちください。�

●�製品の状態は詳しく�
サービスをご依頼なさるときは製品の状態をできるだけ詳しくお�
知らせください。また製品の品番、製造番号などもあわせてお知�
らせください。�
※品番、製造番号は本機リアパネルに表示してあります。�

●�摩耗部品の交換について�
本機には使用年月とともに性能が劣化する摩耗部品�(下記参照�)が�
使用されています。摩耗部品の劣化の進行度合は使用環境や使用�
時間等によって大きく異なります。�
本機を末永く安定してご愛用いただくためには、定期的に摩耗部�
品を交換されることをお薦めします。�
摩耗部品の交換は必ずお買い上げ店、またはヤマハ電気音響製品�
サービス拠点へご相談ください。�

摩耗部品の一例�
ボリュームコントロール、スイッチ・リレー類、接続端子、�
ランプ、ベルト、ピンチローラー、磁気ヘッド、光ヘッド、モーター類など�

■�ヤマハ電気音響製品サービス拠点�
（ヤマハ�AV製品の故障に関するご相談窓口および修理受付、修理品お持ち込み窓口）�

北海道�〒�064-8543 札幌市中央区南十条西�1-1-50ヤマハセンター内�
TEL (011) 512 - 6108

仙　台�〒�984-0015 仙台市若林区卸町�5-7
仙台卸商共同配送センター�3F
TEL (022) 236 - 0249

首都圏�〒�211-0025 川崎市中原区木月�1184
TEL (044) 434 - 3100

浜　松�〒�435-0048 浜松市上西町�911　ヤマハ�（株）�宮竹工場内�
TEL (053) 465 - 6711

名古屋�〒�454-0058 名古屋市中川区玉川町�2-1-2
ヤマハ�（株）�名古屋流通センター�3F
TEL (052) 652 - 2230

大　阪�〒�565-0803 吹田市新芦屋下�1-16
ヤマハ�（株）�千里丘センター内�
TEL (06) 877 - 5262

広　島�〒�731-0113 広島市安佐南区西原�6-14-14
TEL (082) 874 - 3787

四　国�〒�760-0029 高松市丸亀町�8-7 ヤマハミュージック高松店内�
TEL (0878) 22 - 3045

九　州�〒�812-8508 福岡市博多区博多駅前�2-11-4
TEL (092) 472 - 2134

★永年ご使用の本機の点検を！�

愛情点検�

こんな症状はありませんか？�

●� 電源コード・プラグが異常に熱い。�
●� コゲくさい臭いがする。�
●� 電源コードに深いキズか変形がある。�
●� 製品に触れるとピリピリと電気を感じる。�
●� 電源を入れても正常に作動しない。�

●� その他の異常・故障がある。�

事故防止のため電源プラグをコンセントから抜き、必ず販�
売店に点検をご依頼ください。�
なお、点検・修理に要する費用は販売店にご相談ください。�

すぐに使用を中止してください。�

ヤマハAV製品に対するお問合せ窓口�

AVお客様ご相談センター�
TEL (03) 5488－5500 〒�430-8650 浜松市中沢町�10-1

AV機器事業部�
営　業　部�TEL (053) 460－�3451
品質保証室�TEL (053) 460－�3405

住所および電話番号は変更になることがあります。�

ヤマハホットラインサービスネットワーク�
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